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　昨
年
11
月
の
Ｈ
Ｐ
改
訂
に

続
き
、
今
年
４
月
か
ら
い
よ

い
よ
本
格
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｐ
は
、
校

友
会
か
ら
卒
業
生
に
向
け
て

の
〝
情
報
発
信
型
〞
だ
っ
た

が
、
４
月
か
ら
は
卒
業
生
か

ら
の
情
報
も
受
け
取
り
な
が

ら
運
営
す
る
〝
情
報
共
有

型
〞
を
目
指
す
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は

龍
谷
大
学
校
友
会
の
HP
が
大
き
く
変
わ
る

さ
よ
な
ら
旧
13
号
館

最新情報をお知らせ下さい

　皆様の最新情報（新しい住所・勤務先、
改姓など）をお知らせ下さい。また、
ご友人でこの会報が届いていない方に
も、その旨お知らせ下さい。

ご通知は下記のいずれかで
①FAX＝075-645-2017（本会報送付
宛名用紙をご利用下さい）
②http://www.ryukoku.ac.jp/koyu_form/
　校友会HPからアクセスできます
③e-mail=koyu＠ad.ryukoku.ac.jp
④郵送＝本会報送付宛名用紙の「郵便
はがき」をご利用下さい

新しく生まれ変わった龍谷大学校友会のホームページ（写真はイメージです）

65年（昭和 40）に増設される前
の旧 13号館。手前は旧５号館

姿が消えた旧 13号館（１号館）＝ 12年夏に撮影

校友会ホームページが大刷新
～ 4月から本格始動 ～

　具
体
的
に
は
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
視
点
で
校
友
の
活

躍
を
発
見
、
校
友
会
の
活
動

に
参
加
し
や
す
い
形
で
情
報

を
発
信
、
ま
た
、
校
友
の
交

流
の
場
を
創
出
す
る
な
ど

〝
見
た
く
な
る
サ
イ
ト
〞〝
参

加
し
た
く
な
る
サ
イ
ト
〞
へ

と
変
身
。

　卒
業
生
に
と
っ
て
龍
大
卒

業
生
の
活
躍
を
実
感
で
き
、

そ
の
活
躍
を
社
会
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
サ
イ
ト
へ
と

成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
っ
て

新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
追
加

さ
れ
る
。（
別
項
参
照
）

　①
校
友
会
支
部
の
紹
介

　②
校
友
タ
ウ
ン
情
報

①
校
友
の
活
躍
が
見
え
る

②
校
友
の
顔
が
見
え
る

③
校
友
が
参
加
で
き
る

　③
活
躍
す
る
校
友

　④
校
友
数
珠
つ
な
ぎ

　現
在
、
国
内
外
で
活
躍
す

る
校
友
の
数
は
、
お
よ
そ

16
万
人
。
新
学
部
誕
生
と
と

も
に
そ
の
数
は
飛
躍
的
に
増

え
続
け「
校
友
20
万
人
時
代
」

は
遠
く
な
い
。

　こ
の
校
友
の
姿
と
校
友
会

の
活
動
を
多
く
の
卒
業
生
と

共
有
す
る
こ
と
で
校
友
の
活

性
化
を
図
り
、
校
友
会
の
さ

ら
な
る
発
展
と
母
校
の
発
展

へ
寄
与
し
た
い
と
考
え
る
。

①校友会支部の紹介
国内外で活動している地域支部・職域支
部を紹介。校友が参加できる支部、参加
できる支部のイベントが見つけやすく
なります。

②校友タウン情報
校友がオーナーのお店・会社・寺院・事
務所などを幅広く紹介。「龍大卒業生で
作るタウンページ」というイメージ。
ご近所に校友のお店や寺院があること
の発見や、龍卒生だけの特典を付けてく
れるという嬉しい情報も。（こちらは投
稿型のコンテンツのため、龍大校友会の
HPから投稿いただけます。ご投稿の際
には掲載に当たっての注意事項を必ず
ご確認ください）

③活躍する校友
有名なあの方も龍大生という実感、こ
の方も龍大生だったのか！という驚き
の発見。
龍大生は国内のみならず海外でも幅広
く活躍されています。

④校友数珠つなぎ
その名の通り、校友が校友を紹介しな
がらつながっていく近況報告のページ。
懐かしいあの人を発見するワクワク
感！　いつか自分にまわってくるかも
しれないというドキドキ感！ をお楽し
みください。

ワクワク感！ ドキドキ感！

新しいコンテンツの概要はこちら　60
年
代
か
ら
90
年
代
前
半

ま
で
「
13
号
館
」
と
呼
ん
で

き
た
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
現
１

号
館
が
、
今
年
１
月
に
姿
を

消
し
た
。

　龍
谷
大
学
は
親
鸞
聖
人
700

回
大
遠
忌
の
事
業
と
し
て
総

合
大
学
化
を
は
か
り
、
60

年
（
昭
和
35
）
に
深
草
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
、
翌
61
年
４

月
に
経
済
学
部
が
創
設
さ
れ

た
。「
13
号
館
」
が
さ
っ
そ

う
と
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
姿

を
現
し
た
の
は
、
２
年
後
の

63
年
５
月
。
し
か
し
、
建
物

は
東
側
の
み
で
、
西
側
の
増

築
は
65
年
の
こ
と
に
な
る
。

　そ
れ
で
も
当
時
の
学
生
た

ち
は
、「
や
っ
と
大
学
ら
し

く
な
っ
た
」
と
「
13
号
館
」

に
喝
采
を
送
っ
た
。
と
い
う

の
も
建
物
は
、
駐
留
米
軍
が

使
用
し
て
い
た
旧
日
本
陸
軍

の
施
設
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　入
学
・
卒
業
式
は
〝
13

大
〞（
13
号
館
大
教
室
）
で

行
わ
れ
た
。
お
よ
そ
50
年

に
わ
た
り
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の

〝
主
役
〞
を
つ
と
め
、
多
く

の
龍
大
生
の
青
春
を
支
え
、

見
守
り
続
け
て
く
れ
た
旧
13

号
館（
１
号
館
）。「
さ
よ
な
ら
」

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
」。

校
友
参
加
型
の
サ
イ
ト
へ

　三
村
峯
男

校
友
会
長
の

任
期
満
了
に

伴
い
、
校
友

会
会
長
候
補

者
推
薦
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、
２
月
７
日

開
催
の
校
友
会
理
事
会
で
村
上

太
胤
（
む
ら
か
み
・
た
い
い
ん
）

さ
ん
が
次
期
校
友
会
長
に
選
出

さ
れ
た
。
任
期
は
13
年
４
月
１

日
〜
16
年
３
月
31
日
。
村
上
さ

ん
は
69
年
文
学
部
卒
。

法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
副
住
職
、

校
友
会
副
会
長
を
現
任
。

次
期
会
長
に
村
上
太
胤
さ
ん

　大
雪
に
な
る
と
い
う
天
気

予
報
が
あ
っ
た
日
、
東
京
支
部

の
集
ま
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　来
る
わ
来
る
わ
、
新
卒
の

若
者
か
ら
80
歳
を
超
え
る
大

先
輩
ま
で
、
ま
た
女
性
の
参

加
も
多
く
出
席
者
は
70
名
を

超
え
ま
し
た
。

　緒
方
支
部
長
を
は
じ
め
、

支
部
役
員
方
の
生
き
生
き
と

し
た
動
き
と
、
盛
り
沢
山
の

ア
イ
デ
ア
が
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
工
夫
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
西

來
前
支
部
長
か
ら
の
「
女
性

と
若
者
の
参
加
者
を
！
」
と

い
う
熱
い
想
い
が
初
の
女
性
支

部
長
を
生
み
、
花
開
い
た
印

象
を
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　そ
の
ル
ー
ツ
は
、
校
友
会
草

創
期
の
宇
野
秀
方
氏
・
濱
口

大
聲
氏
・
山
崎
昭
見
氏
へ
と

続
く
歴
代
会
長
方
か
ら
の「
皆

ん
な
で
や
る
」「
皆
が
生
き
生

き
出
来
る
場
」
が
校
友
会
の

姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
教
え
で
す
。

　瀬
田
・
深
草
・
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
の
卒
業
生
が
、
名
刺
を
交

換
し
、
談
笑
し
な
が
ら
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
や
り
と
り
す
る
光

景
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
校

友
会
の
確
か
な
将
来
と
、
様
々

な
社
会
貢
献
の
活
動
が
予
見

出
来
る
。

　一
方
、
当
日
参
加
の
現
役

社
会
学
部
生
が
「
養
護
施
設

で
働
き
た
い
の
で
す
が
…
」

と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
福
祉

用
具
販
売
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
は

「
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

高
齢
者
介
護
の
現
実
は
、
教

室
で
習
っ
た
こ
と
と
は
大
き

く
違
う
よ
。
ま
ず
は
慣
れ
る

こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま

た
、
自
分
の
親
の
介
護
の
必

要
性
か
ら
今
の
仕
事
を
始
め

た
こ
と
な
ど
、
親
身
に
な
っ

て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　龍
谷
大
学
の
卒
業
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
汗
水
な

が
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま

す
。　真

の
意
味
で
現
役
の
学
生

諸
君
の
就
職
活
動
に
活
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
う

し
た
実
践
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
卒
業
生
の
言
葉
と
考
え
る
。

卒
業
生
の
現
場
の
声
こ
そ
校
友
会
長

三
村
峯
男
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■瀬田キャンパス 2013年10月26日(土)
・社会学部同窓会「卒業15周年の集い」
14～ 16時 ＲＥＣ食堂
・理工学部同窓会ホームカミング・デー
16～ 18時　青志館 ( 生協 ) １階
■深草キャンパス　11月３日 ( 日 )
10 時半～ 15時半　同時開催＝校友総会
／龍谷賞贈呈式／交流会／吹奏楽部＆バ
トン・チアSPIRITS のライブ／深草発「西
本願寺書院・飛雲閣見学ツアー」など

　瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
毎
年

10
月
末
の
土
・
日
曜
日
の
学

園
祭
に
併
せ
、
卒
業
生
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
美
し
い
紅

葉
が
彩
り
を
添
え
た
瀬
田
キ

ャ
ン
パ
ス
は
多
数
の
校
友
や

市
民
が
訪
れ
、
一
年
で
最
も

秋
晴
れ
の
中
、集
う
校
友

社
会
学
部
同
窓
会
「
卒
業
15
周
年
の
つ
ど
い
」

国
際
文
化
学
部
同
窓
会
「
卒
業
生
・
恩
師
の
つ
ど
い
」

活
気
づ
く
。

　社
会
学
部
同
窓
会
に
よ
る

「
卒
業
15
周
年
の
つ
ど
い
」

は
、
07
年
（
平
成
18
）
に
同

窓
会
が
15
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
毎
年
、
卒
業
15
年
目

の
校
友
を
対
象
に
開
か
れ
て

い
る
。
国
際
文
化
学
部
同
窓

会
の
「
卒
業
生
・
恩
師
の
つ

ど
い
」
は
隔
年
開
催
で
、
退

職
さ
れ
た
先
生
方
も
参
加

し
、
次
回
は
14
年
秋
に
開
催

の
予
定
。
ま
た
理
工
学
部
同

窓
会
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
も
開
か
れ
る
。（
別
項

の
お
知
ら
せ
を
参
照
）

　瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
祭

▲受賞のよろこびを語る登世岡さん

▲櫻木厚子さん

▲小西美加さん

▲渕瀬真寿美さん

「
卒
業
15
周
年
の
つ
ど
い
」

「
卒
業
生
・
恩
師
の
つ
ど
い
」

三
村
峯
男
校
友
会
長
の
祝
辞
（
右
）

理工学部研究室公開=岡田研究室
デジタルアーカイブによって復元
されたベゼクリク9号窟の展示

登
世
岡
浩
治
さ
ん

（
と
よ
お
か
・
こ
う
じ
）
＝

52
年
文
学
部
真
宗
学
科
卒
。

94
年
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開

催
の「
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
広
島
で
の
被
爆
体
験
を
語

っ
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、

広
島
日
タ
イ
友
好
協
会
会
員

（
04
〜
10
年
ま
で
同
会
会
長
）

と
な
る
。
以
来
、
タ
イ
北
部

の
貧
困
家
庭
の
少
女
達
の
就

　第
23
回
と
な
る
龍
谷
賞
贈
呈
式
が
12

年
11
月
４
日
、
深
草
・
顕
真
館
で
開
催

さ
れ
た
。
龍
谷
賞
は
タ
イ
の
貧
困
家
庭

を
長
年
に
わ
た
り
支
援
し
て
き
た
登
世

岡
浩
治
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
、
龍
谷
奨
励

賞
・
特
別
賞
に
は
若
手
の
女
性
校
友
３

人
が
選
ば
れ
た
。

「
龍
谷
賞
」
贈
呈
式

ホームカミング・デー in 瀬田

の
ひ
と
つ
の
特
長
は
、
多
数

の
市
民
参
加
で
あ
る
。
市
民

も
出
店
す
る

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ

り
、
学
園
祭

は
毎
年
８
月

末
の
「
夕せ

き
し
ょ
う照

コ
ン
サ
ー

ト
」
と
並
ぶ

二
大
行
事
で

あ
る
。

　学
生
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り

だ
く
さ
ん

で
、
人
気
が

高
い
の
は
理

工
学
部
の
「
研
究
室
公
開
」。

植
村
研
究
室
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ

世
界
大
会
参
加
報
告
や
岡
田

研
究
室
の
中
国
ベ
ゼ
ク
リ
ク

第
９
号
窟
の
デ
ジ
タ
ル
復

元
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
録
音
す
る
と
ア
イ

コ
ン
（
記
号
）
と
し
て
表
示

さ
れ
る
「
未
来
の
伝
言
板
」。

外
村
研
究
室
の
学
生
に
よ
る

こ
の
「
未
来
の
伝
言
板
」
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
紹
介
さ

れ
た
。

　今
秋
に
開
催
の
瀬
田
と
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ホ
ー
ム
カ

　12
年
度
の
校
友
総
会
が
11

月
４
日
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕

真
館
で
午
前
11
時
よ
り
開
催

さ
れ
た
。

　例
年
の
よ
う
に
校
友
会
の

三
村
峯
男
会
長
挨
拶
の
あ

と
、
11
年
度
の
校
友
会
事
業

報
告
と
決
算
・
監
査
報
告
が

行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
町
田
徳

男
・
校
友
会
総
務
部
会
長
に

よ
り
12
年
度
の
基
本
方
針
と

予
算
の
説
明
と
続
い
た
。

　質
疑
応
答
に
入
っ
て
、「
大

学
が
よ
く
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
卒
業
生
の
思
い
が
、
大

学
に
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
」「
校
友
会
を
も
っ

と
活
性
化
す
る
た
め
に
、
広

く
卒
業
生
の
声
を
汲
み
上
げ

る
べ
き
だ
」「
龍
谷
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
寄
付
金
の
未
払
い
に

ホームカミング・デー　お知らせ
2013年の予定

12
年
度
「
校
友
総
会
」
を
開
催

つ
い
て
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　な
お
、
質
疑
に
あ
っ
た
龍

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
寄
付

金
に
つ
い
て
は
、
同
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
所
蔵
品
の
購
入
に
あ

て
ら
れ
る
が
、「
寄
贈
す
る
品

目
選
定
中
に
つ
き
決
定
次
第

対
応
す
る
」
と
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

ミ
ン
グ
・
デ
ー
に
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

奨励賞

龍谷賞に登世岡浩治さ
ん

タイ貧困家庭の少女を10数年間、就学支援

櫻
木
厚
子
さ
ん 
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放
送
交
響
楽
団
で
活
躍

小
西
美
加
さ
ん 
日
本
女
子
プ
ロ
野
球
Ｍ
Ｖ
Ｐ
選
手

競
歩
で
五
輪
出
場
の

渕
瀬
真
寿
美
さ
ん

特
別
賞

学
支
援
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

約
１
５
０
０
人
に
援
助
。
02

年
に
勲
５
等
双
光
旭
日
章
、

11
年
に
タ
イ
王
室
か
ら
マ
ヒ

ド
ン
・
ワ
ラ
ヌ
ソ
ー
ン
賞
を

受
賞
。
広
島
市
在
住
。

櫻
木
厚
子
さ
ん

（
さ
く
ら
ぎ
・
あ
つ
こ
）
＝

01
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

業
。
音
楽
・
芸
術
系
大
学
卒

で
も
難
関
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一

流
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
数
々
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
現

在
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放
送
交

響
楽
団
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏

者
と
し
て
活
躍
中
。
在
学
中

の
98
〜
00
年
に
は
龍
谷
大
学

吹
奏
楽
部
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
の
ち
の
全

国
大
学
８
連
続
金
賞
受
賞
に

寄
与
。
高
知
県
出
身
で
ヘ
ル

シ
ン
キ
在
住
。

小
西
美
加
さ
ん

（
こ
に
し
・
み
か
）
＝
04
年

短
期
大
学
部
社
会
福
祉
学
科

卒
業
。
09
年
に
日
本
女
子
プ

ロ
野
球
機
構
に
よ
る
ド
ラ
フ

ト
で
全
チ
ー
ム
か
ら
１
位
指

名
を
受
け
る
。
08
・
12
年
の

女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

優
勝
に
投
打
に
わ
た
り
貢

献
。
11
年
に
は
女
子
プ
ロ
野

球
史
上
初
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

放
ち
本
塁
打
王
に
。
投
手
と

し
て
も
２
年
連
続
最
多
勝
・

最
多
奪
三
振
を
記
録
。現
在
、

日
本
女
子
プ
ロ
野
球
の
大
阪

ブ
レ
イ
ビ
ー
ハ
ニ
ー
ズ
に
所

属
。
大
阪
府
高
槻
市
在
住
。

渕
瀬
真
寿
美
さ
ん

（
ふ
ち
せ
・
ま
す
み
）
＝
09

年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

業
。
陸
上
競
技
の
競
歩
で
在

学
中
に
龍
谷
大
学
校
友
会
賞

と
京
都
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
大

賞
を
受
賞
。
07
年
と
09
年

に
日
本
選
手
権
優
勝
（
日

本
新
）。
09
年
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
大
会
銀
メ
ダ
ル
。
同

年
の
世
界
選
手
権
で
７
位
入

賞
。
12
年
８
月
の
五
輪
ロ
ン

ド
ン
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、
同
競
技
で
は
日

本
人
過
去
最
高
の
11
位
に
。

現
在
、
徳
島
県
鳴
門
市
の
大

塚
製
薬
陸
上
部
に
所
属
。

受
賞
の
コ
メ
ン
ト

登
世
岡
浩
治
さ
ん
＝
龍
谷
賞

受
賞
の
お
話
を
聞
い
た
と
き

「
ま
さ
か
」
と
思
い
ま
し
た
。

龍
谷
大
学
を
卒
業
し
て
60
年

目
に
あ
た
る
年
に
、
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
こ
の
賞

に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

櫻
木
厚
子
さ
ん
＝
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
吹

奏
楽
部
の
関
係
者
の
皆
様
が

た
や
、
こ
れ
ま
で
応
援
し
て

下
さ
っ
た
か
た
が
た
の
お
か

げ
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

小
西
美
加
さ
ん
代
理
の
大
阪

ブ
レ
イ
ビ
ー
ハ
ニ
ー
ズ
球
団

代
表
＝
私
た
ち
は
、
引
退
後

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
国
家
資
格
取
得
試
験

で
小
西
選
手
は
欠
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
女
子
プ
ロ
野
球
と
小
西
選

手
に
ご
注
目
下
さ
い
。

合
宿
中
の
渕
瀬
真
寿
美
さ
ん

に
代
わ
っ
て
龍
谷
大
学
陸
上

部
・
西
出
勝
監
督
＝
龍
谷
大

学
陸
上
部
か
ら
は
高
岡
寿
成

さ
ん
（
93
年
営
卒
）
と
渕
瀬

さ
ん
の
２
人
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
高

岡
さ
ん
は
大
日
山
グ
ラ
ン
ド

ま
で
走
っ
て
、
渕
瀬
さ
ん
は

瀬
田
グ
ラ
ン
ド
ま
で
毎
日
歩

い
て
練
習
へ
。
そ
う
い
う

日
々
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
日
本
記
録
を
出
せ
た

の
で
す
。
今
後
と
も
渕
瀬
さ

ん
を
応
援
し
て
下
さ
い
。
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オプテックス・エフエー社の検査セット

産
業
用
セ
ン
サ
で
一
部
上
場
へ

プロフィール
小國　勇（おぐに・いさむ）＝52年（昭
和 27）生まれ。76年（昭和 51）法学
部法律学科卒業（小畑雄治郎ゼミ）。81
年に竹中エンジニアリング㈱からオプテック
ス㈱に入社し、防犯センサや自動ドアセン
サなどの事業を担当。02 年に同社の産
業用光センサ部門（オプテックス・エフエー）
を分社し、代表取締役社長に就任。現在、
社員は約 112 人で、売上は約 50億円。
京都市在住。

　02
年（
平
成
14
）、オ
プ
テ

ッ
ク
ス
（
株
）
の
産
業
用
セ

ン
サ
事
業
部
を
「
オ
プ
テ
ッ

ク
ス
・
エ
フ
エ
ー
」
と
し
て

分
社
化
さ
せ
、
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
た
、
法
学
部

76
年
（
昭
和
51
）
卒
の
小
國

勇
さ
ん
。
05
年
８
月
、
大
証

ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
上
場
（
現
在

は
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に
市
場
統

合
）
し
て
以
来
、
快
進
撃
を

続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
京
都

市
下
京
区
の
京
都
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
内
に
あ
る
本
社
を
訪

れ
、ま
ず
は
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・

エ
フ
エ
ー
社
の
製
品
に
つ
い

て
、
小
國
社
長
に
尋
ね
た
。

　一
般
消
費
財
と
違
っ
て
業

界
外
の
人
に
は
非
常
に
分
か

り
に
く
い
の
が
、
当
社
の
製

品
で
す
。
親
会
社
の
オ
プ
テ

ッ
ク
ス
で
は
、
主
に
人
間
を

検
出
す
る
自
動
ド
ア
セ
ン
サ

や
防
犯
セ
ン
サ
が
主
で
し
た

が
、
我
々
は
物
の
検
出
が
中

心
の
産
業
用
セ
ン
サ
で
す
。

　あ
る
メ
ー
カ
ー
の
飲
料
ボ

ト
ル
を
例
に
と
っ
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

工
場
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で

ラ
イ
ン
を
流
れ
、
ど
ん
ど
ん

生
産
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
で
①
空か

ら

の
ボ
ト
ル

が
流
れ
て
い
る
部
分

②
飲
料
を
充
填
す
る

部
分
③
充
填
し
た
量

の
計
量
④
キ
ャ
ッ
プ

が
正
し
い
か
ど
う
か

⑤
ボ
ト
ル
に
巻
い
た

シ
ー
ル
が
正
し
く
装

着
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
⑥
キ
ャ
ッ
プ
の

部
分
の
ロ
ッ
ト
No.
や

日
付
が
間
違
っ
て
い

な
い
か
な
ど
の
検
査

を
す
べ
て
光
セ
ン
サ

や
画
像
セ
ン
サ
で
行

っ
て
い
る
の
で
す
。

も
し
不
良
品
が
あ
れ
ば
瞬
時

に
管
理
室
に
デ
ー
タ
が
送
ら

れ
、
次
の
工
程
で
除
去
し
、

最
終
的
に
梱
包
の
段
階
ま

で
、
全
て
を
色
々
な
セ
ン
サ

で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　ジ
ュ
ー
ス
の
ボ
ト
ル
で
い

え
ば
、
１
日
何
十
万
本
と
い

う
単
位
で
生
産
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
人
間
の
目
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
は
１
０
０
％
不

可
能
で
す
。
大
リ
ー
ガ
ー
の

イ
チ
ロ
ー
が
い
く
ら
動
体
視

力
が
超
人
的
で
も
、
と
て
も

セ
ン
サ
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

　産
業
用
セ
ン
サ
、
光
セ
ン

サ
は
、
無
人
で
自
動
化
し
て

大
量
に
物
が
生
産
さ
れ
る
と

き
に
必
ず
使
わ
れ
ま
す
。
飲

料
、
化
粧
品
、
自
動
車
の
部

品
、
半
導
体
な
ど
、
セ
ン
サ

が
活
躍
す
る
分
野
は
多
種
多

様
で
す
。

　セ
ン
サ
技
術
は
、
日
本
が

世
界
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
る

と
い
う
。

　こ
の
分
野
で
は
、
日
本
の

技
術
が
世
界
最
高
の
水
準
で

す
。
中
国
で
は
た
く
さ
ん
の

コ
ピ
ー
製
品
が
出
回
っ
て
い

ま
す
が
、
性
能
や
耐
久
性
で

比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

　液
晶
の
表
面
の
ひ
ず
み

や
、
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
の
検

出
と
な
る
と
、
か
な
り
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
技
術
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
当
社
の
段
差
検
出
セ

ン
サ
は
０
・
０
２
ミ
ク
ロ
ン

（
10
万
分
の
２
ミ
リ
）
ま
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
当
社

の
製
品
の
販
路
は
約
70
％
が

主
に
海
外
で
、
特
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　現
在
、
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・

エ
フ
エ
ー
社
は
、
製
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
は
。

　当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
を
業
界

で
定
着
さ
せ
る
た
め
、
新
し

く
「
フ
ァ
ス
タ
ス
」
と
い
う

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た

（
写
真
参
照
）。「
Ｆ
Ａ
」
と

言
え
ば
、
業
界
関
係
者
な
ら

す
ぐ
「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
頭
に

浮
か
べ
ま
す
。
こ
の
Ｆ
Ａ
に

付
加
価
値
を
足
す
と
い
う
こ

と
か
ら
、
フ
ァ
ス

4

4

4

タ
ス

4

4

と
造

語
し
ま
し
た
。

　当
社
の
製
品
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
は
、「
高
品
質
、
だ
け

ど
低
価
格
」
と
う
た
っ
て
い

ま
す
。
本
当
は
合
理
的
価
格

な
ん
で
す
が
、
イ
ン
パ
ク
ト

が
な
い
の
で
、
あ
え
て
「
低

価
格
」
と
し
ま
し
た
。
こ

の
「
フ
ァ
ス
タ
ス
」
の
ブ
ラ

ン
ド
名
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。　最

後
に
、
企
業
理
念
と
目

標
を
尋
ね
た
。

　「
お
客
様
の
満
足
」「
会
社

の
成
長
」「
社
員
の
幸
福
」

の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も

と
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
行

き
つ
く
先
は
、
や
は
り
「
社

員
の
幸
福
」
で
す
。
当
社
は

こ
の
分
野
で
は
、
参
入
10
年

ほ
ど
の
後
発
企
業
で
、
前
進

あ
る
の
み
で
す
。近
い
将
来
、

先
発
企
業
を
追
い
抜
き
、
東

証
一
部
上
場
を
果
た
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
客

様
に
ご
満
足
を
い
た
だ
け
る

製
品
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世界最高峰の技術で成長をとげるオプテックス・エフエー（株）

経営者登場

小國  勇さ
ん

「ファスタス」のロゴマーク

600人の前で樽開きと乾杯

北野尚文さんによる講演

硬
式
野
球
部

卓
球
部

大学日本一へ前進
　１
９
１
３
年
（
大
正
２
）

に
創
部
さ
れ
た
龍
谷
大
学
硬

式
野
球
部
が
100
周
年
を
迎

え
、
12
年
11
月
25
日
、
記
念

講
演
・
祝
賀
会
が
京
都
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。

　硬
式
野
球
部
は
100
年
の
歩

み
の
中
で
、
多
く
の
高
校
野

球
指
導
者
や
プ
ロ
・
社
会
人

野
球
選
手
を
輩
出
し
て
き

た
。
と
く
に
戦
後
の
総
合
大

学
化
の
中
で
、
野
球
部
の
活

躍
が
大
学
や
学
生
を
勇
気
づ

け
て
き
た
。
ま
た
昨
年
の
全

日
本
大
学
野
球
選
手
権
で
は

強
豪
チ
ー
ム
を
退
け
て
ベ
ス

ト
４
に
輝
き
、
創
部
100
周
年

に
花
を
添
え
た
。

　25
日
当
日
は
県
立
福
井
商

業
高
校
野
球
部
監
督
と
し
て

合
計
36
回
、
同
校
を
甲
子
園

大
会
に
導
い
た
北
野
尚
文
さ

ん
（
68
年
経
済
卒
＝
龍
谷
奨

励
賞
・
特
別
賞
）
に
よ
る
「
私

と
高
校
野
球
」
と
題
す
る
記

念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　祝
賀
会
に
移
っ
て
、
600
人

の
参
加
者
で
う
め
つ
く
さ
れ

た
会
場
で
、
ま
ず
小
松
玄
澄

実
行
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ

た
。
来
賓
と
し
て
赤
松
徹
眞

学
長
、
関
西
六
大
学
野
球
連

盟
会
長
で
京
都
産
業
大
学
学

長
の
藤
岡
一
郎
氏
、
駒
澤
大

学
硬
式
野
球
部
元
監
督
の
太

田
誠
氏
が
祝
辞
を
述
べ
、
池

永
悠
紀
雄
・
関
西
六
大
学
野

球
連
盟
理
事
長
（
63
年
文

卒
）
を
中
心
に
樽
開
き
と
乾

杯
（
写
真
上
）
が
行
わ
れ
た
。

　特
別
功
労
者
と
し
て
龍
谷

大
学
硬
式
野
球
部
初
代
監
督

の
故
・
西
村
進
一
さ
ん
、
故
・

流
水
𠘑
章
さ
ん
、
前
監
督
の

足
立
兼
敏
さ
ん
、
現
監
督
の

椹
木
寛
さ
ん
、
及
び
３
人
の

現
役
選
手
が
表
彰
さ
れ
た
。

続
い
て
龍
谷
大
学
の
バ
ト

ン
・
チ
ア
と
吹
奏
楽
部
の
演

技
、
演
奏
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。

　最
後
に
椹
木
監
督
と
OB
・

OG
会
会
長
の
山
田
豊
さ
ん
が

閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
龍
谷

大
学
の
硬
式
野
球
部
新
監
督

と
な
る
投
手
コ
ー
チ
の
山
本

樹た
つ
きさ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
。

　今
回
の
祝
賀
会
出
席
者
の

一
部
を
紹
介
す
る
と
、
日
本

学
生
野
球
協
議
会
役
員
、
関

西
六
大
学
・
関
西
学
生
野
球

連
盟
に
所
属
す
る
監
督
と
部

長
、
30
校
の
高
校
野
球
部
監

督
、
プ
ロ
野
球
７
球
団
の
ス

カ
ウ
ト
、社
会
人
野
球
監
督
、

大
手
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
部

創
部
100
周
年
を
祝
う
硬式野球部
と卓球部

龍
吟
会
創
立
50
周
年
祝
賀
会
〈
お
知
ら
せ
〉

　「
龍
谷
大
学
龍
吟
会
」
が
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
現

役
部
員
と
卒
会
生
の
実
行
委
員
会
が
記
念
誌
の
編
纂
や
祝
賀
会

な
ど
の
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
祝
賀
会
は
本
年
10

月
13
日
（
日
）
を
予
定
。
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
卒
会
生
は
、

至
急
に
龍
吟
会
あ
て
に
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

郵
送
先
＝
〒
６
１
２
‐
８
５
７
７
京
都
市
伏
見
区
深
草
塚

本
町
67
「
龍
谷
大
学
学
術
文
化
局
・
龍
吟
会
・
渡
辺
」
ま
で
。

長
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
の

ス
ポ
ー
ツ
部
長
な
ど
。
龍
谷

大
学
硬
式
野
球
部
創
部
100
周

年
の
重
み
を
実
感
さ
せ
る
顔

ぶ
れ
だ
っ
た
。

　２
月
９
日
、
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
に
龍
谷
大
学
の
卓
球
部

関
係
者
、
約
70
人
が
遠
近

各
地
か
ら
集
合
し
た
。
卓
球

部
の
は
じ
ま
り
は
、『
龍
谷

大
学
三
百
年
史
』
に
よ
る
と

１
９
１
３
年
（
大
正
２
）
９

月
、
庭
球
部
内
に
ピ
ン
ポ
ン

部
が
新
設
さ
れ
た
と
あ
る
。

日
本
に
卓
球
協
会
が
設
立
さ

れ
る
８
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

ほ
ど
な
く
庭
球
部
か
ら
独
立

を
は
た
し
、
卓
球
部
と
し
て

今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
。　同

部
OB
の
今
井
良
春
さ
ん

（
元
全
日
本
チ
ー
ム
総
監
督
、

東
山
高
元
監
督
）
は
、「
ま

さ
に
日
本
卓
球
界
の
草
分
け

的
存
在
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
38
年
（
昭
和

13
）
の
全
日
本
学
生
シ
ン
グ
ル

ス
と
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
で
、
佐
々

木
慶
哉
（
旧
姓
＝
利
井
）
さ

ん
と
早
稲
田
大
の
選
手
と
の

戦
い
は
、
日
本
学
生
卓
球
史

上
に
残
る
名
勝
負
だ
っ
た
と

言
わ
れ
る
。

　こ
う
し
た
輝
か
し
い
歴
史

を
誇
る
龍
大
卓
球
部
が
、
再

び
輝
き
出
す
の
は
中
国
ナ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の一員
で
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
王お

う

会か
い
げ
ん元

さ

ん
が
、
88
年
（
昭
和
63
）
に

留
学
生
と
し
て
龍
大
に
入
学

し
て
か
ら
だ
っ
た
。
90
年
か
ら

96
年
に
か
け
て
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
と
共
に
次
々
と
全
日
本
学

生
を
制
覇
し
た
。

　現
在
、
卓
球
部
は
伊
達
浩

憲
教
授
が
部
長
、
王
会
元
さ

ん
が
監
督
を
つ
と
め
る
。
男

女
共
に
関
西
学
生
一部
リ
ー
グ

に
所
属
し
、
と
く
に
女
子
は

イ
ン
カ
レ
で
、
２
年
連
続
ベ
ス

ト
８
に
輝
い
て
い
る
。

　当
日
、
ま
ず
大
宮
本
館
講

堂
で
「
創
部
百
周
年
記
念
法

要
」
が
つ
と
め
ら
れ
た
。
正

面
左
側
に
は
部
に
功
績
の
あ
っ

た
早
矢
仕
健
司
・
元
部
長
や

佐
々
木
慶
哉
さ
ん
、
月
嶹
昭

見
さ
ん
の
遺
影
が
掲
げ
ら
れ
、

読
経
の
中
で
焼
香
し
、
導
師

の
河
原
弘
雄
さ
ん
が
法
話
を

し
て
故
人
を
偲
び
、
百
年
の

歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　そ
の
後
、
清
和
館
２
階
で

む
ら
さ
き
会
（
OB
・
OG
会
）

の
矢
野
善
樹
会
長
が
司
会
を

し
て
祝
賀
会
が
進
め
ら
れ
、

功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。　ま

た
、
こ
の
記
念
法
要
、

祝
賀
会
に
さ
き
が
け
、
２
月

３
日
に
は
兵
庫
県
加
古
川
市

で
「
龍
谷
大
学
創
部
百
周
年

記
念
卓
球
大
会
・
今
井
良
春

杯
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外

の
600
人
も
の
小
・
中
学
生
が

熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

卓
球
界
の
先
駆
者
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よ
う
や
く
噺
家
に
な
り
ま
し
た

―
―
龍
大
卒
業
後
す
ぐ
に
？

　え
え
、
４
年
生
の
９
月
７

日
で
し
た
か
、
当
時
の
染
二

師
匠
の
自
宅
を
「
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
」
で
探
し
て
押
し
か
け

ま
し
た
。「
君
お
金
あ
る
か
」

「
な
い
で
す
」「
ま
ず
は
卒
業

し
な
さ
い
」「
明
日
か
ら
カ

バ
ン
を
」
と
、
９
月
11
日
か

ら
師
匠
の
お
宅
に
通
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　卒
業
と
同
時
に
住
み
込
み

の
内
弟
子
で
す
。
朝
、
師
匠

に
お
茶
を
出
し
て
か
ら
朝

食
、
昼
食
、
夕
食
を
作
り
ま

す
。
そ
の
間
、
掃
除
や
洗
濯

で
す
。
あ
る
と
き
、
師
匠
の

奥
さ
ん
の
下
着
を
タ
ワ
シ
で

ご
し
ご
し
洗
っ
て
い
た
ら
、

奥
さ
ん
に
「
あ
ん
た
何
す
ん

の
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
（
笑
）。

　う
ち
の
師
匠
は
、
す
ご
く

稽
古
に
厳
し
い
方
で
す
。「
細

胞
が
集
ま
る
」
と
、
よ
く
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
っ
た
く

の
あ﹅

﹅か
の
他
人
が
「
林
家
」

の
細
胞
と
な
っ
て
い
く
の
で

す
。
内
弟
子
時
代
、
噺
家
は

師
匠
と
向
か
い
合
っ
て
稽
古

し
ま
す
。
弟
子
は
座
布
団
無

し
で
す
。
２
、３
時
間
経
つ

と
足
が
し
び
れ
て
頭
が
ボ
ー

っ
と
し
て
覚
え
ら
れ
ず
、
拷

問
か
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
笑
）
が
、
こ
れ
が
将

来
の
糧
に
な
り
ま
す
。

―
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
人
賞
を
。

　当
時
、
落
語
家
と
し
て
の

登
龍
門
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸

大
賞
で
し
た
。
何
回
も
予
選

で
落
ち
ま
し
た
。
勝
て
な
い

の
で
す
。
そ
の
頃
、
師
匠
か

ら
お
年
玉
を
い
た
だ
い
た
と

き
、「
古
典
だ
け
が
落
語
や

な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
新
作
落
語
の
若
手
グ

ル
ー
プ
に
入
り
挑
戦
し
ま
し

た
が
、
ど
う
も
私
に
は
セ
ン

ス
が
な
い
の
で
す
ね
。

　や
っ
ぱ
り
当
初
か
ら
目
指

し
て
い
た
古
典
に
戻
ろ
う

と
、「
湯
屋
番
」
と
い
う
演

目
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
出
た
ん
で

す
。
よ
う
や
く
こ
こ
で
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔

は
漫
才
と
落
語
が
ひ
と
つ
の

部
門
に
な
っ
て
い
て
、
大
賞

は
漫
才
の
「
爆
笑
問
題
」
で

し
た
。「
同
じ
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
の
に
、
出
世
の
ス
ピ

ー
ド
は
え
ら
い
違
う
よ
ね
」

写真提供=BAN INOUE

古仏のこころと風物
卓越の画像で表現
── 井上博道さん ──

太田  信隆

　井
上
博は

く
ど
う道
さ
ん
が
、
初
め

て
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
の

は
、
龍
谷
大
学
文
学
部
で
３

回
生
に
な
っ
た
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
）
の
春
で
あ
っ

た
。　戦

後
の
復
興
が
緒
に
つい
た

ば
か
り
で
、
ま
だ
腹
いっ
ぱ
い

食
べ
ら
れ
る
時
代
で
は
な
か
っ

た
が
、
龍
谷
大
学
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
が
、
学
内
で
ポ
ス
タ
ー

を
貼
り
、
ビ
ラ
を
配
っ
て
部

員
を
募
集
し
て
い
た
。

　「
写
真
部
に
入
ら
な
い
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
答
え
た
ら
、「
貸
し
て
あ

げ
る
か
ら
、
入
り
な
さ
い
よ
」

と
い
わ
れ
た
。
大
宮
学
舎
の

片
隅
の
小
さ
な
部
室
に
連
れ

て
行
か
れ
て
、
自
己
紹
介
し

た
。
こ
れ
が
井
上
さ
ん
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
の
出
発
点
で
あ

っ
た
。
入
部
の
勧
誘
を
し
た

の
は
、
現
・
修
験
宗
総
本
山

聖
護
院
門
跡
門
主
の
宮
城
泰

年
さ
ん
で
あ
っ
た
。
二
人
の
交

友
は
終
生
続
い
た
。

　井
上
さ
ん
を
撮
影
に
熱
中

さ
せ
る
被
写
体
が
、
大
学
の

周
囲
に
沢
山
あ
っ
た
。
西
本

願
寺
で
あ
る
。
彼
が
当
時
愛

用
し
て
い
た
の
は
、
縦
長
の
弁

当
箱
の
よ
う
な
形
を
し
た
２

眼
レ
フ
の
リ
コ
ー
・
フ
レ
ッ
ク
ス

で
あ
っ
た
。
極
彩
色
の
豪
華

絢
爛
の
唐
門
、
桃
山
文
化
の

粋
を
極
め
た
書
院
、
聚
楽
第

か
ら
移
築
し
た
と
い
わ
れ
る

飛
雲
閣
、
そ
し
て
、
大
屋
根

が
広
が
る
御
影
堂
、
阿
弥
陀

堂
…
。

　カ
メ
ラ
を
持
ち
、
ち
ょっ
と

東大寺戒壇院の邪鬼

頭
を
下
げ
た
ら
、
ど
こ
に
で

も
入
れ
て
も
ら
え
た
。

　司
馬
遼
太
郎
さ
ん
と
知
り

合
っ
た
の
は
、
そ
の
頃
で
あ
っ

た
。
司
馬
さ
ん
は
大
学
と
宗

教
を
担
当
す
る
産
経
新
聞
の

記
者
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
本

願
寺
に
来
て
い
た
。

　井
上
さ
ん
は
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
に
何
回
も
入
選
し
、
そ

の
道
で
は
知
ら
れ
て
い
た
。

校友会大阪・中央支部主催「龍大落語会］で
演じる林家染二さん（大阪・繁昌亭）

校友●Who's Who

林家染二さ
ん

林家染二（吉田忠
た だ し
史）85年（昭和

60）龍谷大学法学部卒業。84年に現
四代目染丸に入門し、芸名は染吉。93
年ＮＨＫ新人演芸大賞優秀賞、96年・
大阪文化祭賞奨励賞。98年・文化庁
芸術祭演芸部門優秀賞。99年・龍谷
奨励賞。04年・上方お笑い大賞最優
秀技能賞、文化庁芸術祭演芸部門優
秀賞。08年・天満天神繁昌亭大賞など。

（
笑
）
と
家
内
が
よ
く
言
い

ま
す
。

　そ
ん
な
こ
と
で
古
典
を
新

し
い
テ
ー
マ
で
仕
立
て
直
す

「
擬ぎ

古
典
」
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
心
中
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
の
を
や
り

た
く
て
、
落
語
作
家
の
小
佐

田
定
雄
先
生
に
台
本
を
書
い

て
い
た
だ
き
、「
幻ま
ぼ
ろ
し影
心
中
」

で
大
阪
文
化
祭
賞
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。
す
る
と
思

い
も
よ
ら
ぬ
「
奨
励
賞
」
を

い
た
だ
い
た
の
で
す
。
そ
こ

で
こ
の
賞
を
き
っ
か
け
に
、

「
染
吉
」
か
ら
「
染
二
」
を

襲
名
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
人
賞
を
飛

び
越
え
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
、
龍
谷
奨
励

賞
を
い
た
だ
く
二
重
の
喜
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ご

縁
に
校
友
会
各
支
部
に
お
招

き
い
た
だ
き
、
ま
た
真
宗
の

お
寺
で
落
語
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
、
気
が
付

け
ば
襲
名
か
ら
15
年
。
51
歳

に
な
り
ま
し
た
。

　我
々
の
世
界
で
は
、「
着

物
を
着
る
の
に
10
年
。
20
年

で
よ
う
や
く
噺は
な
し
か家
」
と
言
い

ま
す
。
10
年
で
着
物
姿
が
板

に
つ
き
、
20
年
で
一
人
前
の

噺
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
な

ん
で
す
。
50
か
ら
60
歳
代
が

〝
絶
頂
期
〞
に
入
り
ま
す
。

お
金
の
心
配
を
し
た
り
、
夫

婦
で
大
喧
嘩
、
子
ど
も
の
こ

と
で
思
い
悩
む
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
生
経
験
を
通
し

て
、
よ
う
や
く
お
客
様
か

ら
「
あ
あ
そ
う
や
な
」
と
共

感
し
て
い
た
だ
け
る
世
界
を

演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。　噺

の
主
人
公
が
大
変
な
目

に
あ
い
、
こ
の
あ
と
ど
う
な

る
ん
や
ろ
う
と
主
人
公
と
一

緒
に
な
っ
て
心
配
し
た
り
、

応
援
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た

「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
よ
な
」

と
う
な
ず
い
て
い
た
だ
く
中

で
、「
何
や
か
ん
や
言
っ
て

も
人
間
っ
て
、
何
と
か
な
る

ん
や
。
あ
あ
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
お
か
げ
で
あ
と
の
メ
シ

も
う
ま
い
し
、
お
酒
も
お
い

し
い
」
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
た

だ
く
―
―
噺
家
と
は
そ
う
い

う
商
売
で
す
。

―
―
あ
と
２
年
で
30
周
年
。

　そ
う
な
り
ま
す
ね
。
51

歳
の
私
の
落
語
家
人
生
は
、

今
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
こ
の
よ
う
に
一
所
懸
命

に
や
れ
る
仕
事
に
恵
ま
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
私
の
話
を
熱

心
に
聞
い
て
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
お
客
様
が
い
て
下
さ

る
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い

限
り
で
す
。「
や
っ
ぱ
り
染

二
や
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

（
聞
き
手
＝
Ｙ
）

〈出演のお知らせ〉
● 3月 23 日（土）18 時～「らく
ごらま」＝天満天神繁昌亭●４月７
日（日）14 時「染丸の会」＝ザ・フ
ェニックスホール ●９月14日（土）
18 時半＝大阪・国立文楽劇場
●染二応援団（ファンクラブ）＝入
会金２千円・年会費３千円。染二事
務所 06-6355-4649 へ。

本
願
寺
の
雑
誌
の
編
集
長
で

あ
っ
た
青
木
幸
次
郎
さ
ん
が
、

井
上
さ
ん
を
司
馬
さ
ん
に
引

き
合
わ
せ
た
。

　「
こ
い
つ
が
井
上
博
道
で

す
。
え
ら
い
奴
で
す
よ
」
青

木
さ
ん
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に

紹
介
し
た
。

　司
馬
さ
ん
の
随
筆
『
華
厳

を
め
ぐ
る
話
』
の
中
に
「
東

大
寺
と
井
上
博
道
の
こ
と
」

と
い
う一章
が
あ
る
。

「
井
上
博
道
の
写
真
は
、

そ
の
こ
ろ
か
ら
個
性
的
だ
っ

た
。
建
物
を
撮
っ
た
写
真

が
多
か
っ
た
が
、
指
頭
で
た

ん
ね
ん
に
蝋
質
を
の
ば
し

た
よ
う
に
粘
り
の
あ
る
翳か

げ

を
も
っ
た
作
品
で
、
と
き
に

ヴ
ラ
ン
ク
の
名
画
を
思
わ
せ

た
」

　井
上
さ
ん
は
、
日
本
海
に

面
し
た
兵
庫
県
香
住
町
（
現

香
美
町
）
の
禅
寺
の
長
男
に

生
ま
れ
た
。
写
真
を
続
け
た

い
の
で
、
産
経
新
聞
の
入
社

試
験
を
受
け
写
真
部
に
配
属

さ
れ
た
。
司
馬
さ
ん
が
身
元

保
証
人
に
な
って
く
れ
た
。

　文
化
面
の
編
集
を
し
て
い

た
司
馬
さ
ん
が
、
新
し
い
企

画
を
立
て
た
。
―
―
奈
良
や

京
都
に
は
た
く
さ
ん
の
仏
像

が
あ
る
。
そ
こ
に
目
立
た
な

い
が
、
す
ぐ
れ
た
脇
役
が
い

る
。
そ
れ
を
見
つ
め
て
新
た

な
美
を
発
見
す
る
。
井
上
さ

ん
は
司
馬
さ
ん
の
こ
の
企
画

に
大
の
乗
り
気
で
、
時
に
は

二
人
一
緒
に
取
材
に
出
か
け

た
。
週
１
回
「
美
の
脇
役
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
３
年
間

連
載
さ
れ
た
。
好
評
で
、
後

に
単
行
本
に
ま
と
め
て
出
版

さ
れ
た
。

　井
上
さ
ん
は
、
独
立
し
て

東
京
に
出
よ
う
と
考
え
て
司

馬
さ
ん
に
話
し
た
ら
「
君
が

奈
良
、
京
都
を
離
れ
、
上
京

し
て
何
に
な
る
」
と
諭
さ
れ

た
。　そ

れ
か
ら
、
井
上
さ
ん
は

畿
内
の
寺
社
、
旧
跡
を
中
心

に
、
四
季
の
風
景
や
行
事
を

独
特
の
美
的
感
覚
で
捉
え
て

作
品
に
し
た
。

　「
東
大
寺
」（
中
央
論
公

論
社
）「
奈
良

　大
和
路
」

（
京
都
書
院
）「
奈
良
万
葉
」

（
奈
良
市
）「
隠
れ
た
仏
た

ち
」（
学
生
社
）「
室
生
寺
」

（
淡
交
社
）「
大
和
路
の
野

の
花
」（
文
化
出
版
局
）
な

ど
、
刊
行
さ
れ
た
写
真
集
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
の

う
ち
、「
東
大
寺
」
な
ど
は
、

ず
っ
し
り
と
し
た
横
長
の
本

で
、
重
さ
が
２
キ
ロ
を
超
え

る
も
の
も
あ
る
。

　万
葉
集
に
魅
せ
ら
れ
て
、

そ
の
詩
歌
と
ロ
マ
ン
を
見
事

に
映
像
で
表
現
し
た
。
年
ご

と
に
、
井
上
博
道
フ
ァ
ン
が

全
国
に
広
がっ
た
。
平
成
３
年

（
1
9
9
1
）に
は
、
校
友
会

か
ら
龍
谷
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多

く
の
仏
像
を
撮
影
し
た
井
上

さ
ん
で
あ
る
が
、「
仏
像
」
と

い
う
呼
び
方
は
好
き
で
は
な

かっ
た
。「
像
」
を
つ
け
る
と
、

仏
さ
ま
と
、
向
き
合
う
人
と

の
間
に
溝
が
で
き
る
、
と
彼

は
いっ
た
。

　去
年
の
10
月
５
日
、
井
上

さ
ん
は
京
都
府
木
津
川
市
の

Ｊ
Ｒ
関
西
線
の
ト
ン
ネ
ル
内
で

撮
影
中
に
事
故
に
遭
い
、
意

識
不
明
の
重
体
の
日
が
続
い

た
。　彼

が
夏
の
終
わ
り
頃
か
ら

準
備
を
し
、
出
版
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
本
が
あ
っ
た
。

『
親
鸞
ｓ
ｈ
ｉｎｒａｎ
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。（
発

行
元
・
東
京 

パ
イ 

イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）。
奥
付
を
見

る
と
、
初
版
第
１
刷
発
行
、

２
０
１
２
年
12
月
13
日
。
井

上
さ
ん
は
そ
の
前
日
に
こ
の
世

を
去
っ
た
。
81
歳
で
あ
っ
た
。

（
お
お
た
し
ん
り
ゅ
う
龍
谷
大

学
客
員
教
授
・
前
校
友
会
長
）

雪まじりの表参道で
老若男女70余名が

学歌を大斉唱
　２月６日（水）、東京支部が
「第４回・新入会員歓迎 ！ ＆
校友年賀会」を開催。おお
いに盛り上がりました。
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　日
本
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ

と
い
わ
れ
る
「
祇
園
祭
」
は
、

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の

１
ヶ
月
間
京
都
市
内
の
中
心

部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
、
15
か
ら
16
日
の
「
宵
々

山
と
宵
山
」
及
び
17
日
の

「
山や

ま
ぼ
こ鉾

巡じ
ゅ
ん
こ
う行

」
で
し
ょ
う
。

　こ
の
中
で
も
特
に
華
や
か

な
「
山
鉾
巡
行
」
は
、
大
き

な
も
の
で
は
高
さ
が
25
㍍
以

上
、
重
さ
は
12
㌧
を
超
え
る

も
の
ま
で
あ
り
、
大
小
32
基

が
京
都
の
目
抜
き
通
り
を
巡

行
す
る
の
で
す
が
、
鉾
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
音
色
や

節
回
し
で
の
お
囃
子
を
伴
っ

て
の
、
大
パ
レ
ー
ド
と
な
り

ま
す
。

　市
内
の
各
鉾ほ

こ
ま
ち町

の
町ま

ち
し
ゅ
う衆

た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
鉾
町
ご
と

に
自
主
運
営
を
行
い
ま
す

が
、「
巡
行
」
当
日
に
は
、

や
は
り
人
手
が
足
り
な
い
た

め
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
学
生
の
募

集
は
（
財
）
山
鉾
連
合
会
が

行
い
、
第
二
次
大
戦
以
後
ず

っ
と
統
括
し
、
一
部
の
鉾
に

希
望
者
が
偏
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
、
大
学
ご
と
に
山
鉾

別
に
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

　た
と
え
ば
、
長な

ぎ
な
た
ぼ
こ

刀
鉾
は
京

都
大
学
、函か

ん
こ谷

鉾ぼ
こ

は
同
志
社
、

鶏に
わ
と
り
ぼ
こ
鉾
や
菊
水
鉾
は
立
命
館

と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
我
が

龍
谷
大
学
は
「
月つ

き

鉾ほ
こ

」
だ
っ

た
の
で
す
。

　一
般
に
〝
く
じ
取
ら
ず
〞

と
し
て
毎
年
先
頭
を
行
く

「
長
刀
鉾
」
に
人
気
が
集
ま

り
が
ち
で
す
が
「
月
鉾
」
は

こ
の
32
基
の
全
山
鉾
の
中
で

最
高
の
高
さ
（
長
刀
鉾
よ
り

遙
か
に
高
く
）
を
誇
り
、
重

量
も
最
大
で
す
。
車
輪
の
直

径
で
も
２
㍍
を
優
に
超
え
る

の
は
こ
の
「
月
鉾
」
だ
け
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
要
す
る

に
高
さ
も
重
さ
も
最
大
の
も

の
が
こ
の
「
月
鉾
」
な
の
で

す
。
ま
た
、
大
き
い
だ
け
で

な
く
「
月
鉾
」
は
、
天
明
の

大
火
（
１
７
８
８
年
１
月
）

や
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年

８
月
）
の
幕
末
の
戦
火
も
逃

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
月

鉾
」
に
は
、
円
山
應
挙
の
天

井
絵
画
や
、
月
に
ち
な
ん
だ

左
甚
五
郎
の
兎う

さ
ぎ

の
彫
り
物
、

ま
た
岩
城
清
右
衛
門
作
の

「
源
氏
物
語
五
四
帖
扇
面
散

図
」
な
ど
が
健
在
で
す
。

　１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）

に
は
、
鉾
の
先
端
で
あ
る

鉾ほ
こ
が
し
ら頭
に
18
金
の

新三
日
月月

が
新
調
さ

れ
、
輝
き
を
増

し
て
ま
さ
に
動

く
美
術
館
で

す
。

巡
行
中
止

の
危
機
で

　阪
急
電
車
が
か
つ
て
四
条

大
宮
駅
か
ら
四
条
河
原
町
ま

で
延
伸
地
下
化
す
る
計
画
が

起
こ
っ
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。
工
事
が
１
９
５
８

年
（
昭
和
33
年
）
か
ら
始
ま

り
、
完
成
す
る
ま
で
の
数
年

間
、
現
在
の
よ
う
に
シ
ー
ル

ド
工
法
（
も
ぐ
ら
工
法
）
で

は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト

工
法
の
時
代
に
は
、
道
路
に

工
事
の
た
め
の
鉄
板
が
長
期

間
、
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　山
鉾
の
巡
行
は
、
毎
年
７

月
17
日
で
、
梅
雨
末
期
の
集

中
豪
雨
の
時
季
で
す
。
こ
の

鉄
板
の
上
を
山
鉾
が
数
㌔
も

巡
行
す
る
に
は
危
険
が
伴
う

と
危
ぶ
ま
れ
、
は
じ
め
て
中

止
の
危
機
に
瀕
し
ま
し
た
。

　こ
の
時（
財
）山
鉾
連
合
会

役
員
を
は
じ
め
、
府
や
市
の

観
光
関
係
幹
部
と
府
警
本
部

な
ど
が
相
談
の
う
え
、
一
番

大
き
く
重
た
い
鉾
を
試
し
に

曳
き
、
安
全
に
曲
が
り
停
止

で
き
る
な
ら
、
す
べ
て
の
鉾

の
巡
行
を
決
行
し
て
も
良
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
、「
月
鉾
」

に
指
名
が
掛
か
っ
た
の
で

す
。
失
敗
す
れ
ば
工
事
が
完

成
す
る
ま
で
の
４
、５
年
間

は
巡
行
が
中
止
と
な
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　試
行
当
日
の
朝
の
こ
と
で

す
。
四
条
通
り
室
町
界
隈
の

そ
の
鉄
板
上
に
は
、
た
っ
ぷ

り
と
水
が
ま
か
れ
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
多
く
の
人
々
が
息
を

こ
ら
し
て
見
守
る
中
、
大
き

な
期
待
を
一
身
に
受
け
、
大

変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
も
と
、

安
全
に
し
か
も
堂
々
と
鉾
が

試
験
運
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。

集
ま
っ
た
人
々
は
大
き
な
拍

手
喝
采
を
送
り
ま
し
た
。
こ

の
時
の
曳
き
手
た
ち
こ
そ
、

月
鉾
の
町
衆
と
龍
谷
大
学
の

学
生
達
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　工
事
に
よ
り
鉾
の
巡
行
が

危
ぶ
ま
れ
た
祇
園
祭
の
陰
に

は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
し
た
。（
工
事
最
後

の
１
９
６
２
年
は
巡
行
の
み

中
止
）
以
来
、
学
生
た
ち
は
高

く
大
き
な
「
月
鉾
」
を
誇
り
と

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　今
年
の
祇
園
祭
に
は
、
ぜ

ひ
こ
の
「
月
鉾
」
を
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

龍大生が曳く「月鉾」

祇
園
祭
と
龍
大
生

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑤

校友会事務局
増田省三

　こ
れ
ま
で
文
短
・
経
済
・
法
・

理
工
・
社
会
学
部
の
各
同
窓

会
が
10
人
以
上
の
ク
ラ
ス
や
ゼ

ミ
同
窓
会
に
支
援
金
を
支
給

し
て
き
ま
し
た
が
、
経
営
学

部
同
窓
会
も
同
様
の
支
援
を

4
月
1
日
よ
り
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
経

営
学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ryukoku.biz/

ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
の

同
窓
会
に
支
援
金

経
営
学
部
同
窓
会

法
学
部
同
窓
会
40
周
年

社
会
学
部
同
窓
会
20
周
年

宝
塚
大
劇
場
で

　

  

観
劇

ホ
テ
ル
で
祝
賀
会

　法
学
部
同
窓
会
設
立
40
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
宝
塚

大
劇
場
の
観
劇
と
宝
塚
ホ
テ

ル
で
の
記
念
祝
賀
会
が
12
年

９
月
15
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
た
。
大
劇
場
で
は
町
田
徳

男
法
学
部
同
窓
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
宝
塚
歌
劇
団
「
宙

組
」
の
組
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
あ
と
、「
銀
河
英
雄

伝
説
」
が
開
演
。
今
回
は
新

ト
ッ
プ
・
娘
役
の
お
披
露
目

公
演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

大
劇
場
は
２
５
０
０
人
を
こ

え
る
校
友
と
そ
の
家
族
で
満

員
と
な
り
、
迫
力
あ
る
舞
台

を
堪
能
し
た
。

　そ
の
後
、
宝
塚
ホ
テ
ル
で

の
記
念
祝
賀
会
に
移
り
、
赤

松
徹
眞
学
長
を
は
じ
め
と

し
た
大
学
関
係
者

や
、
退
職
者
を
含

め
た
法
学
部
の
教

員
、
卒
業
生
が
一

堂
に
会
し
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
再

会
の
歓
声
が
上
が

っ
た
。
司
会
は
法

学
部
出
身
の
関
西

テ
レ
ビ
の
山
本
浩

之
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
担
当
。
さ
ら
に

同
ア
ナ
と
同
級
生

の
林
家
染
二
師
匠

も
加
わ
り
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
祝

賀
会
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
ホ
テ
ル

シ
ェ
フ
に
よ
る
「
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
」
や
宝
塚
ホ
テ
ル

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
、
さ
ら
に

豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選

会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　「
運
営
面
で
至
ら
な
い
部

分
も
あ
っ
た
も
の
の
、
一
人

で
も
多
く
の
卒
業
生
と
そ
の

ご
家
族
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
の
町
田
会
長
の
こ

と
ば
の
も
と
に
、
一
丸
と
な

っ
て
進
め
た
。「
参
加
の
校

友
を
は
じ
め
、
大
劇
場
と
ホ

テ
ル
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
」
と
同
窓
会

ス
タ
ッ
フ
の
弁
。
次
の
50
周

年
に
向
け
て
さ
ら
に
弾
み
を

つ
け
る
40
周
年
記
念
事
業
と

な
っ
た
。

２
階
席
ま
で
満
席
の
宝
塚
大
劇
場

大
盛
況
の
交
流
懇
親
会

桑田氏の講演会

「
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
」

貸
切
り

校　友
最前線

06
年
（
平
成
18
）
に
法
学
部
、
09
年
に
同
大
学
法
科
大
学
院
を
卒
業
、
翌
10
年

に
は
司
法
試
験
に
合
格
し
、
１
年
間
の
司
法
修
習
生
を
経
て
弁
護
士
と
な
っ
た
石

坂
さ
ん
。
あ
ま
り
勉
強
し
な
か
っ
た
と
言
う
学
生
時
代
の
思
い
出
や
、
弁
護
士
２

年
生
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
た
ず
ね
た
。

石
坂  

省
悟
さん

ア
ッ
プ
ル
法
律
事
務
所

弁
護
士
2
年
生
で
す

〈
学
生
時
代
は
何
を
〉

　２
年
生
の
と
き
法
学
部
の

ク
ラ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
や
り

ま
し
た
。
下
級
生
を
上
級
生

や
先
生
に
つ
な
ぐ
役
目
で
す
。

ま
た
、
生
協
学
生
委
員
会
の

委
員
長
も
や
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ご
存
知
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、一年
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
る
ん

で
す
よ
。
入
試
の
際
、
龍
大

の
受
験
生
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル

の
一
室
を
借
り
、
受
験
生
の

不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
声

を
か
け
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、

入
学
前
に
は
新
入
生
歓
迎
パ

ー
テ
ィ
ー
を
、
深
草
や
瀬
田

で
や
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
生
協
食
堂
の
メ
ニュ

ー
の
考
案
や
機
関
紙
の
制
作
、

下
宿
生
向
け
の
料
理
教
室
、

整
備
士
さ
ん
に
よ
る
「
バ
イ

ク
チ
ェッ
ク
」、
夏
に
は
ビ
ア
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
や
っ
て
い
た
の
で
、
勉

強
す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
（
笑
）。

　私
は
奈
良
県
の
葛
城
市
在

住
で
、桜
井
高
校
出
身
で
す
。

龍
大
の
推
薦
入
試
で
法
学
部

の
志
望
動
機
に
、
司
法
改
革

が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
弁
護
士

に
興
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
と

書
き
ま
し
た
。
で
も
残
念
な

が
ら
落
ち
、一般
入
試
で
入
れ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

〈
で
は
な
ぜ
弁
護
士
に
〉

　ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
、
友

人
が
数
十
万
円
の
高
い
品
物

を
買
わ
さ
れ
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
へ一
緒
に
行
く
こ
と
で
、

友
人
に
全
額
が
返
っ
て
き
た

の
で
す
。
そ
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
勉

強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

３
年
生
の
夏
か
ら
。
学
部
を

卒
業
後
、ロ
ー
ス
ク
ー

ル
に
入
り
ま
し
た
。

当
時
の
ア
ル
バ
イ
ト

は
龍
谷
大
学
の
先
輩

方
が
代
々
引
き
継
い
で
お
ら

れ
た
京
都
拘
置
所
で
の
受
付

を
同
級
生
か
ら
紹
介
を
受
け

て
、
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　ロ
ー
ス
ク
ー
ル
卒
業
の
５

月
、
新
司
法
試
験
を
初
受
験

し
ま
し
た
が
、
見
事
に
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
年
に
再

挑
戦
し
、
何
と
か
合
格
し
ま

し
た
。
そ
し
て
１
年
間
、
高

知
県
で
司
法
修
習
生
と
し
て

研
修
を
う
け
、
11
年
12
月
か

ら
大
阪
北
区
の
ア
ッ
プ
ル
法
律

事
務
所
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
ど
ん
な
弁
護
士
に
〉

　専
門
は
何
で
す
か
と
よ
く

聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
最
初

の
３
、４
年
間
は
幅
広
く
い
ろ

ん
な
経
験
を
積
み
、
自
分
に

向
い
た
分
野
に
進
も
う
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
と
く
に
限

定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
報
酬

は
給
与
制
で
は
な
く
、
担
当

し
た
依
頼
者
か
ら
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ

う
が
私
の
性
分
に
あ
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
市
民
の
人
権
を

守
る
弁
護
士
と
し
て
は
、
ま

だ
２
年
生
。
こ
れ
か
ら
で
す

ね
。

　
　
　（聞
き
手
＝
Ｋ
）

桑田真澄氏講演会
交流懇親会と抽選会

　「
な
つ
か
し
い
仲
間
や
恩

師
と
の
再
会
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
２
月
24
日
、
社

会
学
部
同
窓
会
設
立
20
周
年

記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
は
、
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
桑
田
真
澄
氏
の

講
演
会
に
、
約
4
0
0
人
の

校
友
や
一
般
市
民
が
訪
れ
た
。

　「
試
練
が
人
を
磨
く
」
と

題
し
た
講
演
会
で
は
、
桑
田

氏
が
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い

野
球
人
生
の
中
で
何
度
か
訪

れ
た
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
人
は
成
長
す
る

の
だ
と
実
体
験
に
も
と
づ
い

た
話
に
多
く
の
参
加
者
が
引

き
込
ま
れ
た
。

　午
後
5
時
か
ら
は
じ
ま
っ

た
第
２
部
の
交
流
懇
親
会
で

は
、
次
々
と
会
場
に
顔
を
見

せ
た
恩
師
と
卒
業
生
が
久
し

振
り
に
出
会
い
、
随
所
で
歓

談
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　ま
ず
社
会
学
部
同
窓
会
の

荒
川
林
太
郎
会
長
が
挨
拶
。

続
い
て
三
村
峯
男
校
友
会
会

長
と
池
田
勉
副
学
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
宴
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス
は
総
額

150
万
円
相
当
の
景
品
が
当
た

る
「
記
念
抽
選
会
」。
思
い

も
よ
ら
ぬ
品
物
を
手
に
し
た

多
く
の
校
友
の
笑
顔
が
会
場

に
あ
ふ
れ
た
。



Ryukoku University Alumni News No.762013（平成25）年3月20日 第76号（6）

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電

を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、
校
友

会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　氏
名

　
　

  

卒
年  
式
月
日

　前
久
保
直
人 

09 

済 

９-
22

　三
木

　琢
己 

00 

文 

10-

6

♠
三
宅

　潤

　

 

02 

営 

10-

6

♥
黒
川
友
紀
子 

03 

営

♠
田
中

　泰
裕 

08
理
10
社 

10-

13

♥
大
上
亜
矢
子 

06 

社

♠
平
松

　健

　

 

08 

営 

10-

13

♥
池
田

　康
子 

07 

短

♠
金
浦

　隆
雄 

02 

法 

10-

20

♥
田
野

　恵
美 

02 

法

♠
上
田

　勲

　

 

05 

社 

10-

21

♥
喜
納

　温
子 

05 

社

♠
島
田

　貴
史 

98 

法 

11-

4

♥
伊
藤

　徳
子 

99 

法

♠
清
水

　俊
宏 

07 

営 

11-

11

♥
入
江

　雅
子 

07 

営

　門
野

　麻
美 

09 

国
際 

11-

17

　鹿
浦

　法
之 

09 

文 

11-

17

　藤
原

　祟
雅 

08 

営 

11-

23

　清
水
沙
耶
加 

07 

法 

11-

24

♠
渡
辺

　浄
志 

01 

文 

11-

25

♥
角
谷

　理
紗 

08 

法

♠
若
松

　直
也 

08 

営 

12-

8

♥
花
木

　千
尋 

08 

文

　林

　
　昇
平 

07 

営 

12-

９

　岡
田

　和
幸 

01 

文 

12-

15

　目
黒

　
　潔 

05 

文 

12-

16

　池
田

　貴
彦 

08 

営 

12-

23

　南

　友
喜
子 

09 

社 

１-

６

　中
島

　
　唯 

09 

文 

１-

19

　徳
地

　宏
紀 

03 

済 

2-

2

　河
野

　里
佳 

06 

短 

2-

10

♠
脇

　
　大
悟 

03 

文 

2-

11

♥
谷
口

　智
子 

10 

院

　若
林

　秀
和 

09 

文 

2-

16

♠
森

　
　武
士 

04 

理 

2-

20

♥
朱
雀

　奈
美 

05 

社

♠
石
丸

　涼
道 

09 

文 

2-

23

♥
安
明

　真
美 

10 

文

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

渡
辺
浄
志
さ
ん
と
角
谷
理
紗
さ
ん

　28
回
目
を
迎
え
た
「
龍
谷

大
学
校
友
会
全
国
支
部
長

会
」
が
12
年
11
月
３
日
、
京

都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆
ス

パ
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
参

加
者
は
海
外
３

支
部
を
含
め
て

地
域
支
部
、
職

域
支
部
、
校
友

会
本
部
役
員
、

大
学
関
係
者
の

総
勢
91
名
。

　最
初
に
「
大

学
が
変
わ
る
な

ら
、
校
友
会
も

変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

と
の
三
村
峯
男

校
友
会
長
の
挨
拶
か
ら
は
じ

ま
っ
た
。
続
い
て
田
中
則
夫

副
学
長
が
、「
今
、
学
生
の

教
育
に
重
点
的
に
力
を
注
ぎ

た
い
」
と
述
べ
、
佐
藤
研
司

副
学
長
に
よ
っ
て
２
０
２
０

年
に
目
指
す
大
学
像
へ
向
け

て
の
「
龍
谷
大
学
第
５
次
長

期
計
画
」
の
概
要
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　こ
の
報
告
に
対
し
、
参
加

者
か
ら
、「
新
学
部
が
な
ぜ

農
学
部
な
の
か
」「
新
学
部

の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
」「
世

界
に
打
っ
て
出
る
と
共
に
、

ま
ず
は
国
内
、
首
都
圏
で
の

知
名
度
向
上
を
」「
学
生
と

教
職
員
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
改
革
を
」
な
ど
、
多
く
の

質
問
や
意
見
が
あ
っ
た
。

　次
に
第
２
部
で
は
、
校
友

会
活
動
に
つ
い
て
討
議
が
中

心
と
な
っ
た
。
６
名
の
新
支

部
長
自
己
紹
介
の
あ
と
、
支

部
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
和
歌
山
県
海
南
・
有
田

支
部
の
地
元
行
政
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
支
部
活
動
、福
井
・

石
川
・
富
山
県
支
部
の
「
北

陸
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
」、
大

阪
・
北
大
阪
支
部
の
事
例
紹

介
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
ハ

ワ
イ
支
部
10
周
年
事
業
の
報

告
や
、
30
周
年
を
迎
え
る
鹿

児
島
県
支
部
の
記
念
事
業
の

概
要
（
７
面
に
記
事
）
な
ど
、

１
、２
部
合
わ
せ
て
約
４
時

間
に
わ
た
り
、
熱
い
議
論
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。な
お
、

次
回
か
ら
全
国
支
部
長
会
は

２
年
に
１
回
の
隔
年
開
催
と

な
る
。

母校に対して多くの意見があった全国支部長会

大
学
と
校
友
会
を
元
気
に

総
勢
91
人
が
熱
い
議
論
校友会全国支部長会
昨秋に京都で開催

　『
銭
の
弾
も
て
秀
吉
を
撃

て
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

で
第
３
回
城
山
三
郎
経
済
小

説
大
賞
受
賞
の
指
方
恭
一
郎

（
本
名
＝
日
野
真
人
）
さ
ん

　金
千
両
を
賭
け
た
武
芸
仕

合
に
現
れ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ

人
、
唐
人
、
そ
し
て
江
戸
の

宿
敵
。
友
の
死
の
復
讐
に
伊

立
重
蔵
が
立
ち
上
が
る
と
い

う
、
書
き
下
ろ
し
時
代
小
説

シ
リ
ー
ズ
第
５
弾
。

　文
庫
本
２
７
２
頁
・
文
藝

春
秋
・
５
９
０
円
＋
税

奪
わ
れ
た
信
号
旗

長
崎
奉
行
所
秘
録
・
伊
立

重
蔵
事
件
帖

指さ
し
か
た方
恭
一
郎
（
85
年
文
卒
）

江
戸
の
仇

長
崎
奉
行
所
秘
録
・
伊
立

重
蔵
事
件
帖

わ
れ
も
六
字
の

う
ち
に
こ
そ
住
め

西
光
義
秀
（
88
年
文
院
了
）

　「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六

字
を
称
え
る
の
は
、
阿
弥
陀

様
の
「
称
え
て
く
れ
よ
！
」

と
い
う
願
い
に
よ
っ
て
突
き

動
か
さ
れ
て
い
る
行
為
で
あ

り
、
こ
の
六
字
の
お
念
仏
を

お
手
々
つ
な
い
で

み
な
帰
ろ

越
智
宣
章
（
54
年
文
卒
）

　あ
の
懐
か
し
い
童
謡
は
仏

教
讃
歌
だ
っ
た
と
、
元
読
売

新
聞
記
者
の
越
智
さ
ん
。
23

年
（
大
正
12
）
に
発
表
さ
れ
、

90
年
間
も
う
た
い
続
け
ら
れ

動
じ
な
い
心

宮
城
泰
年
（
54
年
文
卒
）

語
り
合
い
尋
ね
る

「
聞
法
の
世
界
」

長
野
了
法
（
73
年
文
卒
）

新刊紹介

称
え
れ
ば
仏
様
の
お
こ
こ
ろ

に
包
ま
れ
る
と
著
者
は
説
く
。

「
念
仏
」
と
は
「
信
心
」
と

は
を
釈
迦
、
法
然
上
人
・
親

鸞
聖
人
に
問
い
、
自
ら
問
い

か
け
な
が
ら
綴
る「
お
育
て
」

の
書
。

　四
六
判
上
製
２
４
０
頁
・

樹
心
社
・
２
千
円
＋
税

た
「
夕
焼
け
小
焼
け
」（
詩
・

中
村
雨
紅
、曲
・
草
川
信
）は
、

仏
教
の
本
質
が
す
べ
て
う
た

い
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

韓
国
の
仏
教
学
者
の
指
摘
を

紹
介
す
る
。

　四
六
判
48
頁
・
探
究
社
・

５
０
０
円
＋
税

　不
老
不
死
は
人
類
の
夢
だ

が
、
い
つ
ま
で
も
生
き
た
い

と
い
う
執
着
の
表
れ
と
も
言

え
る
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た

延
命
治
療
と
い
う
技
術
が
、

「
死
」
を
単
な
る
機
能
停
止

の
よ
う
に
扱
い
、
自
然
の
恵

み
と
尊
厳
と
し
て
の
「
死
」

を
奪
っ
て
い
る
。「
生
」
も

恵
み
で
あ
り
、「
死
」
も
ま

た
恵
み
で
あ
る
。「
死
」
を

受
容
す
る
こ
と
で
、
こ
の

　滋
賀
県
米
原
市
の
法
輪
寺

住
職
を
つ
と
め
る
長
野
さ
ん

が
、
自
坊
の
仏
教
壮
年
会
10

周
年
を
記
念
し
て
、
同
会
報

誌
に
掲
載
さ
れ
た
法
話
28
編

を
収
録
し
た
の
が
本
書
。

　豊
富
な
話
題
を
も
と
に
、

仏
教
や
浄
土
真
宗
の
教
え
が

わ
か
り
や
す
く
説
か
れ
て
い

る
。　四

六
判
１
２
８
頁
・

法
輪
寺
（
米
原
市
宇
賀
野
）

「
生
」
を
実
ら
せ
、
生
か
す

よ
う
に
し
た
い
―
本
文
「
老

い
と
死
が
生
を
生
か
す
」
―

よ
り
。

　四
六
判
上
製
１
９
２
頁
・

講
談
社
・
１
５
０
０
円
＋
税

今
春
退
職
さ
れ
る
先
生
が
た

2
0
1
3
年
3
月
31
日

〈
文
学
部
〉

平
田

　厚
志 

教
授

宮
治

　
　昭 

教
授

小
寺

　慶
昭 

教
授

〈
経
済
学
部
〉

大
林

　
　稔 

教
授

〈
経
営
学
部
〉

三
島

　倫
八 

教
授

由
井

　
　浩 

教
授

横
山

　勝
英 

教
授

好
廣

　眞
一 

教
授

〈
法
学
部
〉

川
端

　正
久 

教
授

〈
社
会
学
部
〉

西
山
け
い
子 

教
授

〈
国
際
文
化
学
部
〉

権

　
　五
定 

教
授

ス
タ
イ
ン 

バ
ー
バ
ラ 

准
教
授

〈
政
策
学
部
〉

坂
本

　
　勝 

教
授

〈
大
学
院
法
務
研
究
科
〉

岡
本

　詔
治 

教
授

　13
年
度
期
首
か
ら
龍
谷
大

学
校
友
会
長
お
よ
び
役
員
の

任
期
が
、
従
来
の
２
年
間
か

ら
３
年
間
に
延
長
さ
れ
る
こ

と
が
、
校
友
会
理
事
会
で
審

議
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
放
送
大
学
滋
賀
学
習
セ

ン
タ
ー
に
龍
谷
大
学
関
係

者
20
人
以
上
の
お
申
込
み

の
場
合
、
特
別
割
引
が
適

用
さ
れ
ま
す
（
お
問
合
せ
は

0
7
5-

5
4
5-

0
3
6
2
）

校
友
会
長
の
任
期
を
変
更

龍谷ミュージアム

赤松徹眞ゼミ創設30周年
祝賀会と記念出版ご案内

開館時間は10:00～17:00（16:30まで
に入館）。休館日＝月曜日（祝日の場
合は翌日）他、展示替え等の休館。
事前にＨＰなどでご確認を。
TEL075-351-2500
http://museum.ryukoku.ac.jp

〈日時〉６月 22日 ( 土 ) 午後３時より
〈会場〉大宮学舎・清和館
〈会費〉１万円（予定）
申込先＝①お名前（旧姓）②入学年
度③連絡先（住所電話番号）を５月
20 日までに、akamatsuzemi@yahoo.
co.jp のアドレスまで。
※赤松ゼミの出身者に限定させてい
ただきます。

　「
龍
谷
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
２
」
が

昨
年
の
11
月
22
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
開

催
さ
れ
、
約
120
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
龍

谷
大
学
を
通
し
て
互
い
に
交

流
し
、
情
報
交
換
を
密
に
し

て
、
卒
業
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
龍
谷
大
学

と
の
産
業
連
携
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
龍
谷
大
学
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
校
友
会
も
こ
の
企
画
を

積
極
的
に
支
援
し
て
き
た
。

　３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

ま
ず
赤
松
徹
眞
学
長
の
挨
拶

の
あ
と
、「
今
、
中
小
企
業

経
営
者
が
考
え
て
お
く
べ
き

こ
と
〜
伸
び
る
企
業
と
苦
戦

す
る
企
業
を
分
け
る
１
つ
の

違
い
と
は
」
に
つ
い
て
、
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
大
手

の
㈱
船
井
総
合
研
究
所
・
代

表
取
締
役
社
長
の
高
嶋
栄
さ

ん
（
80
年
済
卒
）
が
、
約
１

時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
。

　第
２
部
で
は
稲
葉
修
㈱
広

栄
社
会
長
が
、「
龍
谷
大
学

と
の
連
携
で
出
来
た
世
界
初

の
三
角
つ
ま
よ
う
じ
」
と
題

し
て
、
大
学
と
の
産
学
連
携

の
成
功
事
例
紹
介
を
行
っ
た
。

　懇
親
交
流
会
に
移
り
、
参

加
校
友
が
互
い
に
名
刺
交
換

を
し
て
歓
談
し
て
の
異
業
種

交
流
。
ま
た
25
人
の
現
役
学

生
や
吹
奏
楽
部
員
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
演
奏
も
加
わ
り
、
会
場

は
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。

講演する高嶋社長

会場から質問や相談が

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2012年

に
よ
る
書
き
下
ろ
し
時
代
小

説
。
刃
を
落
と
し
た
研け

ん
ぎ
と
う

偽
刀

し
か
持
た
な
い
単
身
赴
任
の

与
力
・
重
蔵
。
長
崎
か
ら
博

多
、
小
倉
ま
で
探
索
の
旅
。

　文
庫
本
２
４
６
頁
・
文
藝

春
秋
・
５
８
１
円
＋
税
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へ
立
設
部
支
域
地

  

部
支
阪
大
北
・
阪
大

深草での「教龍会」

に
国
全
を
部
支
会
友
校

は
生
業
卒
の
同
賛

 

！
を
力
協
ひ
ぜ

　

）
数
生
業
卒
（数
員
会
友
校

で
点
時
の
末
月
３
年
本
、
は約

16

ま
び
よ
お
に
名
千
５
万

府
道
都
、
だ
ま
し
か
し
。
す

が
部
支
会
友
校
に
て
べ
す
県

同
生
業
卒
。
ん
せ
ま
り
あ

職
就
の
生
学
在
や
流
交
の
士

発
の
学
大
、
し
慮
考
を
ど
な

、
も
に
め
た
る
け
つ
び
結
に
展

を
化
強
の
」
絆
「
の
生
業
卒

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
ら
図

い
願
お
を
援
支
ご
の
め
た
の
そ

。
す
ま
し
た
い

　

に
特
、
て
け
か
に
度
年
来

力
協
ご
に
立
設
部
支
の
下
以

て
し
探
、
を
方
る
け
だ
た
い

。
す
ま
い

部
支
都
京

　

に
内
市
都
京

れ
さ
を
事
仕
お
は
た
ま
住
在

立
設
部
支
、
で
友
校
る
い
て

を
手
に
か
人
何
に
で
す
。
た

す
ま
い
て
い
だ
た
い
て
げ
あ

業
卒
、
性
女
ば
れ
き
で
、
が

ご
の
生
業
卒
い
若
い
な
も
間

ま
り
お
て
し
ち
待
お
を
画
参

。
す

部
支
県
根
島

　

支
の
新
最

が
部
支
県
取
鳥
て
し
と
部

12、
が
た
し
ま
し
生
誕
に
月
２
年

根
島
が
数
者
住
在
生
業
卒

、
ず
ら
わ
か
か
も
に
い
多
は
県

。
ん
せ
ま
り
あ
が
部
支
だ
ま

大
拡
化
強
携
連
の
面
方
陰
山

県
根
島
と
学
大
、
し
指
目
を

結
締
を
定
協
援
支
職
就
が
と

グ
ン
ミ
イ
タ
の
こ
。
た
し
ま
し

図
を
立
設
も
部
支
会
友
校
に

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
り

部
支
県
崎
宮

　

で
域
地
州
九

崎
宮
い
な
少
が
数
者
住
在
は

て
め
固
を
束
結
、
が
す
で
県

を
力
協
ご
の
友
校
く
だ
た
い

。
す
ま
し
た
い
い
願
お

面
方
北
東

　

災
震
大
本
日
東

生
学
も
学
大
に
援
支
興
復
の

、
が
す
ま
い
で
ん
組
り
取
も

設
の
部
支
ひ
ぜ
は
で
会
友
校

高
を
力
報
情
の
て
け
向
に
立

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
ゆ
て
め

支
の
々
方
る
す
躍
活
で
壇
教部

　

学
育
教
、
は
学
大
谷
龍

は
て
し
と
学
大
つ
持
を
攻
専

ま
い
て
し
有
を
史
歴
の
久
悠

公
の
高
・
中
・
小
の
国
全
。
す

立
に
壇
教
ず
わ
問
を
立
私
立

に
会
員
委
育
教
や
方
員
教
つ

な
的
断
横
の
友
校
る
す
事
従

掲
次
る
あ
在
現
て
し
と
部
支

大
拡
展
発
を
」
会
龍
教
「
の
載

。
を
立
設
の
部
支
定
認
て
せ
さ

部
支
曹
法

　

護
弁
で
生
業
卒

て
れ
さ
を
事
検
・
事
判
・
士

設
の
部
支
る
よ
に
々
方
る
い

し
ほ
て
し
献
貢
に
域
地
で
ど

か
面
方
各
、
が
声
う
い
と
い

。
い
さ
下
力
協
ご

　

い
、
は
て
い
つ
に
立
設
部
支

局
務
事
部
本
会
友
校
も
れ
ず

ま
）
５
１
０
２‐
５
４
６‐
５
７
０
（

、
に
共
と
く
だ
た
い
せ
合
問
お
で

へ
立
設
部
支
域
職

を
加
参」
会
龍
教
「

龍
る
す
躍
活
で
壇
教

会
の
生
業
卒
学
大
谷

　

で
壇
教
「、
は
」
会
龍
教
「

生
業
卒
学
大
谷
龍
る
す
躍
活

て
し
と
」
会
の

95

成
平
（
年

学
大
谷
龍
、
し
足
発
に
）
７

教
在
現
、
し
了
修
・
業
卒
を

じ
同
。
す
ま
い
て
し
と
員
会

教
が
士
同
者
だ
ん
学
で
舎
学

親
、
い
行
を
流
交
の
践
実
育

趣
の
会
を
と
こ
る
め
深
を
睦

き
で
流
交
に
軽
気
、
し
と
旨

目
を
と
こ
る
す
供
提
を
場
る

は
で
会
。
す
ま
い
て
し
と
的

黒
「
の
行
発
回
１
年
誌
関
機

、
に
共
と
」
て
し
に
背
を
板

交
践
実
・
会
総
回
１
に
年
２

催
開
で
舎
学
草
深
を
会
流

学
の
役
現
の
望
志
員
教
、
し

。
す
ま
い
て

12

は
に
月
８
年

、
し
催
開
を
回
６
第

70

あ
名

に
況
盛
と
も
の
加
参
の
り
ま

。
た
し
ま
り
わ
終

　

は
」
会
龍
教
「
で
ま
れ
こ

事
に
室
教
程
課
職
教
の
学
大

き
て
し
を
営
運
き
お
を
局
務

る
な
ら
さ
の
会
、
が
た
し
ま

友
校
は
後
今
、
え
考
を
展
発

し
動
活
て
し
と
織
組
部
支
会

ま
い
て
し
に
定
予
く
い
て

い
問
お
、
望
希
の
会
入
。
す

職
教
学
大
谷
龍
「
は
せ
わ
合

／
９
４
７
３
‐
４
５
６
‐
６

５
４

fax。
で
ま）
１
２
０
５
‐
３
４
６

る
巡
を
校
母
が
生
業
卒

ド
ア
の
生
大
龍
役
現

　

の
財
化
文
要
重
、
で
内
案
る

。
す
ま
い
て
れ
わ
行
で
ど

　 11

、
部
支
県
川

12

）
土
（
日
１
月

龍
（
部
支
所
役
市
崎
尼
は
に

懐
、
が
ん
さ
な
み
の
）
会
翔

校
母
の
り
ぶ
し
久
。
た
し
ま

ち
た
ん
さ
生
学
の
役
現
、
を

と
こ
く
だ
た
い
て
し
内
案
に

て
ね
重
に
代
時
生
学
の
身
自

と
を
貌
変
く
き
大
、
り
た
み

見
を
分
部
い
な
ら
わ
変
、
り

満
を
間
時
む
し
か
懐
て
け
つ

。
す
で
う
よ
た
れ
さ
喫

　

わ
変
も
昔
も
今
は
生
大
龍

多
が
子
い
良
で
め
じ
ま
ず
ら

頼
に
勢
姿
る
れ
く
て
し
明
説

先
う
い
と
た
じ
感
を
さ
し
も

。
想
感
の
た
が
輩

　

、
は
流
交
の
と
生
大
龍
役
現

で
会
機
い
深
義
意
も
て
と

局
務
事
会
友
校
、
は
談
相
ご

。
す
ま
し
い
願
お
で
ま

い
ど
つ
の
部
支
域
地

と
隊
検
探
谷
大
「と
会
総

　 12
年
10

市
木
茨
、
日
７
月

れ
さ
催
開
が
会
総
部
支
の

る
よ
に
長
館
副
澤
入
の
ム
ア

ル
シ
と
隊
検
探
谷
大
「
演
講

藤
た
し
査
調
て
め
初
で
人
本

検
探
同
、
ど
な
員
隊
正
宣
井

語
が
績
功
な
大
偉
る
よ
に
隊

と
祭
楽
音
町
本
回
２
第

催
開
」
会
語
落
大
龍
「

　

は
で
部
支
央
中
、
阪
大

12

年
10
月
14
日
13

素
、
り
よ
時

大
、
中
の
れ
晴
秋
い
し
ら
晴

村
津
・
堂
御
北
、
せ
わ
合
に

祭
楽
音
町
本
回
２
第
で
院
別

。
た
し
催
開
を

　

加
参
の
ド
ン
バ
４
は
回
今

が
上
り
盛
に
い
大
り
あ
が

・
学
中
愛
相
の
加
参
初
、
り

に
奏
演
の
部
楽
奏
吹
の
校
高

べ
の
。
た
し
中
集
が
気
人

150、
め
じ
は
を
者
場
入
の
名
余

カ
を
筋
堂
御
く
づ
色
の
杏
銀

、
し
布
配
が
事
理
部
支
を
ど

寺
仏
念
大
・
野
平

会
流
交
睦
親
で

　

奈
（
部
支
県
良
奈
会
友
校

、
は
で
）
会
大
龍
良

12
年
12区

野
平
市
阪
大
、
に
日
１
月

物
博
み
る
ぐ
町
の
ら
ひ
「
の

本
総
宗
佛
念
通
融
、
と
」
館

親
る
ね
訪
を
寺
佛
念
大
・
山

ら
ひ
「
の
所
見
が
体
全
街
の

、
は
で」
館
物
博
み
る
ぐ
町
の

歌
和
伝
駅
子
女
で
都
京

　

支
田
有
・
南
海
の
山
歌
和

月
１
は
で
部

13

院
護
聖
、
日

当
、
に
共
と
る
れ
訪
を
跡
門

都
国
全
の
催
開
で
都
京
、
日

、
で
伝
駅
子
女
抗
対
県
府
道

。
た
し
ま
し
援
応

　

院
護
聖
、
は
中
前
午
日
当

（
主
門
年
泰
城
宮
の
跡
門

54、
り
よ
に
力
協
ご
の）
卒
文
年

所
御
仮
皇
天
格
光
の
跡
門
同

門
城
宮
、
し
観
拝
を
院
書
や

し
ま
し
聴
拝
を
話
法
ご
の
主

。
た

　

三
都
京
は
後
午

ひ
の
野
熊

道
沿
前
社
神
野
熊
の
つ
と

約
者
加
参
、
で

50

歌
和
が
人

、
被
法、
織
羽
陣
の
会
人
県
山

の
ど
な
旗
り
ぼ
の
道
古
野
熊

い
集
の
援
応
生
大
龍

　
、
は
で

13

月
１
年

23

バ
に
日

浄
。
た
し
ま
し
催
開
を
い
集30

語
英
が
生
大
龍
の
ど
ほ
名

。
す
ま
い
で
ん
学
を

　

部
支
道
広
津
梅
は
で
い
集

校
、
り
ま
じ
は
に
拶
挨
の
長

国
米
が
ん
さ
美
礼
下
大
の
友

い
つ
に
と
こ
る
す
を
事
仕
で

。
た

　

製
特
員
会
友
校
、
後
の
そ

。
た
し
ま
れ
く
て
べ
食
で
ん

 

　

に
め
た
の
生
大
龍
の
輩
後

へ
い
た
、
き
で
が
と
こ
る
な

ま
り
な
と
会
る
あ
の
り
実
ん

。
た
し

 

局
務
事
（

　

）
太
竜
本
古

。
た
れ
ら

　

は
で
部
支
阪
大
北
、
お
な

コ
フ
ル
ゴ
や
会
見
花
に
月
４

支
同
（。
る
れ
か
開
が
ど
な

）
照
参
Ｐ
Ｈ
部

  

部
支
央
中
・
阪
大

  

会
大
龍
良
奈

  

部
支
田
有
・
南
海

  

部
支

宣
の
学
大
谷
龍
校
母
に
い
大

　

月
２
た
ま

16

天
、
は
に
日

落
大
龍
「
で
亭
昌
繁
神
天
満

校
の
く
多
、
き
開
を
」
会
語

。
た
し
加
参
が
族
家
や
友

）
記
長
部
支
﨑
山
（

れ
ら
け
設
に
内
境
の
寺
興
全

ん
さ
屋
子
菓
駄
な
さ
小
「
た

な
」
堂
獄
地
「
や
」
館
物
博

念
通
融
、
た
ま
。
学
見
を
ど

で
寺
佛
念
大
・
山
本
大
宗
佛

融
り
あ
で
生
業
卒
学
本
、
は

大
山
本
総
・
長
管
宗
佛
念
通

倍
る
れ
ら
あ
で
主
法
寺
佛
念

（
下
猊
舜
良
巖

44

）
卒
文
年

た
い
だ
た
い
を
拶
挨
ご
に

英
暲
村
吉
、
後

 

佛
念
通
融

佛
念
通
融
り
よ
長
総
務
宗
宗

い
を
話
お
て
い
つ
に
え
教
の

・
阪
大
は
日
当
。
た
い
だ
た

か
部
支
阪
大
北
、
部
支
央
中

約
、
り
あ
も
加
参
の
ら

40
名。

た
め
深
を
睦
親
が
友
校
の

）
局
務
事
会
大
龍
良
奈
（

32
位、

日
後
。
た
し
で
闘
健
大
と

あ
援
応
「
の
数
多
に
ち
た
私

で
聞
新
元
地
、
れ
ら
せ
寄
が

じ
報
く
き
大
が
景
風
援
応
も

）
裕
昭
野
荻
（。
た
し
ま
れ
ら

地域支部設立で周年事業
大分県 鹿児島県 大阪・中央
講演会や吹奏楽演奏会など

大分県支部30周年記念
五木寛之氏講演会

講師 =五木寛之氏
日時 =５月25日（土）13時 30分～15時
会場 =大分市コンパルホール
　　　（大分市府内町 1-5-38）

鹿児島県支部30周年
吹奏楽部コンサート

出演 =龍谷大学吹奏楽部
　　　鹿児島情報高校吹奏楽部
日時 =８月 31日（土）13時開演予定
会場 =宝山ホール（鹿児島県文化センター・
　　　 鹿児島市下山町 5-3）

大阪・中央支部10周年で
懇談会とイベント

日時 =５月18日（土）17時～　
会場 =大阪キャッスルホテル
　　　（大阪市中央区天満橋京町 1-1）
※詳細は同支部HP参照
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　ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
（
居
酒

屋
）
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
兼
ね

た
「
テ
ル
ヌ
ー
ラ
」（
和
訳

＝
慈
愛
）
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
・
妹い

も
せ背

源も
と
た
だ忠

さ
ん
は
00
年

（
平
成
12
）
社
会
学
部
卒
。

口
羽
益
生
ゼ
ミ
生
で
あ
っ

た
。　「卒

論
は
、〝
ジ
プ
シ
ー
〞

と
差
別
さ
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ロ
マ
族
で
す
。
Ｅ
Ｕ

　私
は
い
わ
ゆ
る
〝
団
塊
の

世
代
〞
で
す
。
当
時
の
大
学

生
は
、
と
に
か
く
元
気
が
あ

り
ま
し
た
。
大
学
院
の
修
了

式
は
、
学
園
紛
争
の
あ
お
り

を
う
け
中
止
で
し
た
。
学
部

と
大
学
院
の
指
導
教
授
は
、

武た
け
む
ら邑
尚
邦
先
生
で
、
私
の
研

究
テ
ー
マ
は
『
勝し

ょ
う
ま
ん
ぎ
ょ
う

鬘
経
』
と
、

そ
の
注
釈
書
で
あ
る
聖
徳
太

子
の
『
勝
鬘
経
義ぎ

し
ょ疏

』
で
し

た
。　指

導
教
授
は
武
邑
先
生
で

し
た
が
、
同
じ
仏
教
学
の
光

川
豊
藝
先
生
や
武
内
紹
晃
先

生
、
土
橋
秀
高
先
生
の
ゼ
ミ

や
講
義
に
も
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
と
き
で

し
た
。
通
り
か
か
っ
た
芳
村

修
基
先
生
が
い
き
な
り
上
着

を
脱
ぎ
、「
僕
も
入
れ
て
く

れ
」
と
（
笑
）。
み
ん
な
が

ひ
と
つ
の
家
族
の
よ
う
な
つ

な
が
り
の
中
で
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
た
の
が
、
何
よ
り
の

思
い
出
で
す
。

磯
長
御
廟
と「
廟
窟
偈
」

　法
隆
寺
に
は
、
い
わ
ゆ
る

檀
家
さ
ん
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
。
私
ど
も
の
お
寺
を

支
え
て
下
さ
る
信
者
さ
ん

は
、
浄
土
真
宗
と
か
真
言
宗

と
か
、
め
い
め
い
家
の
宗
旨

を
お
持
ち
で
す
。
あ
る
信
者

さ
ん
が
私
に
、

「
日に

ち
い
き
だ
い
じ
ょ
う
そ
う
お
う
の
ち

域
大
乗
相
応
地
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
が
、
こ
れ

は
い
っ
た
い
ど
こ
に
出
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

質
問
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る

と
、
親
鸞
聖
人
の
「
廟び

ょ
う
く
つ窟

偈げ

」
と
深
く
関
わ
る
言
葉
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
日
本
の
地
域
は
大
乗
仏

教
が
栄
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
地
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

す
。　「

大
乗
」
と
は
、
字
の
ご

と
く
大
き
な
乗
り
物
で
す
。

「
大
乗
仏
教
」
と
申
し
ま
す
。

よ
り
す
ぐ
ら
れ
た
少
数
の
人

で
は
な
く
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
仏
教
の
究
極
の
覚さ

と

り
の
世
界
へ
と
導
い
て
下
さ

る
と
い
う
教
え
で
す
。

　「
廟
窟
偈
」
と
は
、
親
鸞

聖
人
が
19
歳
の
と
き
、
聖
徳

太
子
が
葬
ら
れ
て
い
る
お
墓

・
磯し

な
が長

御ご
び
ょ
う廟

（
叡
福
寺
＝
大

阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
）
で

３
日
間
、参さ

ん
ろ
う籠
さ
れ
た
と
き
、

夢
の
中
に
聖
徳
太
子
が
現
わ

れ
、「
あ
な
た
の
命
が
終
わ

る
と
き
、
す
み
や
か
に
清
ら

か
な
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
、

こ
の
「
廟
窟
偈
」
と
呼
ば
れ

る
一
連
の
偈げ

も
ん文
（
漢
文
の
う

た
）
を
、
お
告
げ
に
な
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　親
鸞
聖
人
は
聖
徳
太
子

を
、
日
本
に
大
乗
仏
教
を
も

た
ら
し
た
「
和
国
の
教き

ょ
う
し
ゅ主
」

と
し
て
多
く
の
和わ

さ
ん讃

を
著
わ

し
、
生
涯
、
尊
敬
さ
れ
ま
し

た
。　弘

法
大
師
や
伝
教
大
師
を

は
じ
め
、
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
祖
師
が
た
も
そ
う
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
聖
徳
太
子

は
、
今
日
に
ま
で
つ
な
が
る

日
本
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
を
作
ら
れ
た
か
た
だ
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

「
十
七
条
憲
法
」
を
制
定

　大
陸
の
先
進
文
化
を
伴
っ

た
仏
教
が
、
６
世
紀
末
か
ら

７
世
紀
に
か
け
て
の
受
容
派

と
排
仏
派
の
対
立
を
乗
り
越

え
、
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の〝
主
役
〞で
あ
っ

た
の
が
推
古
天
皇
と
、
こ
の

女
帝
の
摂
政
で
あ
っ
た
聖
徳

太
子
で
し
た
。
太
子
は
い
ち

早
く
遣
隋
使
を
大
陸
に
派
遣

し
て
先
進
文
化
を
取
り
入
れ

る
と
共
に
、
身
分
の
違
い
を

超
え
た
人
材
登
用
を
目
指
す

統
合
に
よ
り
ロ
マ
族
が
ど
の

よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
に

つ
い
て
で
し
た
」

　妹
背
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
や
歴
史
に
興
味
を
も

ち
、
学
生
時
代
は
ず
っ
と
京

都
の
南
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で

バ
イ
ト
し
、
こ
こ
で
料
理
の

基
礎
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
、

食
と
文
化
の
つ
な
が
り
を
追

い
求
め
た
結
果
、
８
年
前
に

ス
ペ
イ
ン
料
理
店
を
開
い

た
。
現
在
の
店
に
移
っ
た
の

は
２
年
半
前
。
店
内
は
ス
ペ

イ
ン
文
化
の
香
り
が
た
な
び

く
。
妹
背
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
に
何
度
か
ス
ペ
イ
ン
を
訪

れ
、
各
地
を
食
べ
歩
い
た
。

　「ワ
イ
ン
を
中
心
と
し
た

お
酒
に
合
わ
せ
た
料
理
を
、

小
刻
み
に
出
す
の
が
当
店
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

　そ
の
た
め
、
テ
ル
ヌ
ー
ラ

に
は
コ
ー
ス
料
理
は
存
在
し

な
い
。
注
文
の
前
に
予
算
を

伝
え
て
お
け
ば
、
お
酒
に
合

っ
た
料
理
を
何
品
か
出
し
て

も
ら
え
る
。

　12
時
か
ら
15
時
ま
で
の

ラ
ン
チ
は
、
自
家
製
パ
ン

と
た
っ
ぷ
り
野
菜
タ
パ
ス

が
つ
い
た
限
定
プ
レ
ー
ト

（
１
０
０
０
円
）。
15
時
か
ら

閉
店
ま
で
が
、「
バ
ル
」
メ

ニ
ュ
ー
と
な
る
。
ス
ペ
イ

ン
の
バ
ル
定
番
の
小
皿
料

理
タ
パ
ス
は
4
0
0
円
か

ら
、
ア
ン
チ
ョ
ビ
と
ポ
テ
ト

グ
ラ
タ
ン
6
0
0
円
、
ス

ペ
イ
ン
産
生
ハ
ム
7
0
0

円
、
鶏
モ
モ
肉
の
コ
ン
フ

ィ
１
２
０
０
円
、
ブ
イ
ヤ

ベ
ー
ス
２
人
前
３
２
０
０

円
、
パ
エ
リ
ア
１
〜
２
人
前

２
０
０
０
円
、
グ
ラ
ス
ワ
イ

ン
赤
白
6
0
0
円
を
は
じ

め
、
ス
ペ
イ
ン
産
ワ
イ
ン
を

中
心
に
多
彩
な
お
酒
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　普
段
は
１
階
の
み
だ
が
、

休
日
前
や
予
約
が
あ
れ
ば
２

階
も
開
放
さ
れ
る
。
１
階
で

約
22
人
、
２
階
で
約
20
人
の

席
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
３

人
を
こ
え
る
場
合
は
予
約
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

仏
教
に
学
ぶ

日本人を支え続けた
「和」の精神

聖徳宗総本山
法隆寺管長

大野 玄妙

大
野
玄
妙（
お
お
の
・
げ
ん
み
ょ
う
）＝

１
９
４
７
年（
昭
和
22
）、大
阪
生
ま
れ
。

上
宮
高
校
を
経
て
70
年（
昭
和
45
）龍
谷
大

学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。72
年
に
同
大

学
院
修
士
課
程
修
了
。77
年
に
福
生
院
住

職
、82
年
に
聖
徳
宗
庶
務
部
長
、法
隆
寺
執

事
長
を
経
て
99
年
か
ら
現
職
。主
な
著
書

に『
新
版
古
寺
巡
礼 

奈
良 

法
隆
寺
』（
立
松

和
平
氏
と
共
著
。淡
交
社
）な
ど
。

ス
ペ
イ
ン
の
居
酒
屋
料
理

お
酒
に
あ
わ
せ
た
本
場
の
味

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実

校
友
の
皆
様
の
情
報
を
、

お
寄
せ
下
さ
い

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニュ
ー
ア

ル
は
「
校
友
に
は
少
な
く
て

も
月
に
一
・
二
度
は
見
て
も

ら
え
る
も
の
に
し
な
く
て

は
」
と
の
思
い
で
、
校
友
会

事
務
局
と
広
報
部
会
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　他
の
大
学
に
な
い
視
点
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
今
ま
で
の
よ

う
な
一
方
通
行
型
の
情
報
発

信
で
は
な
く
、
校
友
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
情
報
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
「
情
報
共
有
型
」

の
サ
イ
ト
に
す
る
の
が
最
大
の

テ
ー
マ
で
す
。

　今
回
の
新
企
画
の
ひ
と
つ
に

「
校
友
タ
ウ
ン
情
報
」
と
い

う
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
校
友
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
も
の
は
、
他
大
学
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
と
く
に
龍
谷
大

学
校
友
会
に
は
、
日
本
最
多

の
宗
派
を
超
え
た
寺
院
関
係

者
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
龍

大
な
ら
で
は
の
多
様
な
情
報

も
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
総

合
大
学
と
し
て
発
展
し
て
き

た
今
、
多
く
の
企
業
の
経
営

者
や
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
お

ら
れ
、
全
国
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　４
月
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
「
校
友
会

報
」
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
寺
院
・
会
社
・
お
店
な
ど

の
情
報
を
中
心
に
掲
載
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
皆
様

が
た
か
ら
ど
ん
ど
ん
投
稿
し

て
い
た
だ
い
て
、
近
い
将
来
に

は
、
在
学
生
に
も
龍
谷
大
学

関
係
者
以
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
皆
様
か
ら
の

情
報
を
校
友
会
事
務
局
ま
で

ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。（
Ｙ
）

「
冠
位
十
二
階
」
や
、
仏
教

を
基
礎
と
し
た
国
づ
く
り
を

進
め
る
「
十
七
条
憲
法
」
を

制
定
さ
れ
ま
す
。「
和
を
も
っ

て
貴
し
と
な
す
」
と
い
う
有

名
な
文
言
が
、
こ
の
憲
法
の

第
一
条
に
登
場
し
ま
す
。

　「
和
」
と
い
う
の
は
、
中

国
の
言
葉
、
い
わ
ゆ
る
外
国

語
で
す
。「
広
辞
苑
」に
は「
過

不
足
な
く
、
よ
ろ
し
き
に
か

な
う
こ
と
。
お
だ
や
か
な
こ

と
。
仲
よ
く
す
る
こ
と
…
」

と
、
多
く
の
意
味
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
な

ご
む
」「
や
わ
ら
ぐ
」「
あ
ま

な
う
」
と
も
表
現
し
ま
す
。

　聖
徳
太
子
の
こ
の
「
和
」

と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
後
の

編
集
後
記

日
本
人
の
精
神
文
化
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
今
日
に
至
る

ま
で
日
本
人
の
国
民
性
、
精

神
性
は
聖
徳
太
子
の
「
和
」

の
精
神
に
、
そ
の
ル
ー
ツ
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま

す
。　太

子
が
大
陸
か
ら
仏
教
を

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
か
と

言
っ
て
そ
れ
以
前
か
ら
の
神

や
祖
先
に
対
す
る
信
仰
を
、

一
切
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仏
も
神
も
、

共
に
尊
ぶ
精
神
を
基
礎
に
、

「
和
」
の
文
化
が
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。

　11
年
３
月
11
日
、
あ
の
悲

惨
な
大
震
災
が
東
北
を
中

心
に
襲
い
か
か
り
ま
し
た
。

人
々
は
物
品
を
略
奪
す
る
ど

こ
ろ
か
、
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
被
災
生
活
を
送
る
姿

が
映
像
と
な
っ
て
駆
け
巡

り
、
世
界
中
の
人
々
に
大
き

な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
日
本
人
の
行
動

の
背
景
に
、
聖
徳
太
子
の

「
和
」
の
精
神
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　太
子
の
「
和
」
の
教
え

が
、
そ
の
後
も
営
々
と
多
く

の
人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
、
日
本
人
の
国
民
性
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
、
私
は
そ
の
よ
う
に

自
負
し
て
い
ま
す
。

妹背源忠さん

名
物
の
パ
エ
リ
ア

京都市中京区新京
極通四条上ル中之町
565-31
☎０７５-２１３-０２２０
営業時間 12～ 15
時はランチメニューで、
夜は23時まで。
定休日＝第３水曜。
１、２階で約40人収
容。３人をこえるときは
要予約。阪急河原町
駅から徒歩約２、３分。
新京極通り四条を上
り一筋目を右 (東 )へ
30ｍ。
ホームページhttp://
ternura.main.jp

法
隆
寺
金
堂「
釈
迦
三
尊
像
」＝
像
の
光

背
に
は「
尺
寸
王
身
」像
と
あ
り
、同
じ
身

丈
の
聖
徳
太
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
釈
迦
像

で
、太
子
の
病
気
平
癒
を
願
い
造
り
は
じ

め
ら
れ
、太
子
薨
去
の
翌
年
、こ
の
像
は

６
2
３
年
に
完
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る

（
国
宝
）

写
真
下
は
本
坊
中
庭

スペイン料理

テルヌーラ
TERNURA

テルヌーラ

藤井
大丸

四条河原町→四条通

テルヌーラ

新
京
極
通

寺
町
通




